
 

　淡路だんじり祭が４月 29日、三原健康広場で開催され、絢爛豪華なだんじり 22台
が集まりました。会場では、だんじりの練りやだんじり唄の熱唱のほか、獅子舞や子ど
もたちの竹太鼓も登場。さらに、祭礼団同士が協力し合ってだんじりを担ぎ、勇壮な練
りを披露する場面もあり、観客約１万人を沸かせ賑わいました。また、同実行委員会で
熊本地震災害への義援金を募り、82,810円の義援金が集まりました。

協力し合って盛り上げた淡路だんじり祭
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世
界
遺
産
登
録
へ
フ
レ
ー
ム
切
手
発
売
！

「
国
生
み
の
島
・
淡
路
」
が
日
本
遺
産
に
認
定

▲渦潮観潮船で行われた贈呈式

は
「
野
球
の
基
礎
は
淡
路
島
で
教

わ
っ
た
。
淡
路
か
ら
も
応
援
に
来
て

く
れ
て
い
た
の
で
恥
ず
か
し
い
姿

は
見
せ
ら
れ
な
い
と
思
い
精
一
杯

投
げ
た
。
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
優

勝
で
き
、周
り
の
人
た
ち
に
恩
返
し

が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
話
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、現
在
、夏
の
大
会

に
向
け
て
猛
練
習
中
の
村
上
さ
ん
は

「
ま
ず
は
夏
の
甲
子
園
に
出
る
こ

と
が
目
標
！
変
化
球
と
直
球
の
キ

レ
を
磨
い
て
多
く
の
三
振
を
取
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
春
夏

連
覇
を
目
指
す
意
気
込
み
を
力
強

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

潮
を
世
界
遺
産
へ
」
が
発
売
さ
れ
ま

し
た
。
４
月
19
日
、発
売
を
記
念
し

て
渦
潮
観
潮
船
「
日
本
丸
」
の
船
上

で
日
本
郵
便
近
畿
支
社
と
四
国
支
社

か
ら
自
治
体
関
係
者
や
写
真
提
供
者

ら
に
切
手
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
レ
ー
ム
切
手
の
価
格
は
、１

シ
ー
ト
税
込
１
２
３
０
円
で
、淡
路

島
、徳
島
市
、鳴
門
市
等
の
郵
便
局

で
４
月
20
日
か
ら
１
２
５
０
シ
ー

ト
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲(右上)自凝島神社、(左上)沼島・上立神岩、（右下）鳴門海峡とうずしお
　（左下）認定を喜ぶ中田市長を含む淡路島日本遺産委員会のメンバー

▲イザナギとイザナミの石造（沼島・おのころ神社）

▲茶屋池線（国道28号線側）

▲委嘱状を受けた大田さん

▲テープカット

村
上
頌
樹
さ
ん
が
選
抜
高
校
野
球
優
勝
の
報
告
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
新
隊
員
着
任

国
内
最
高
齢
の
コ
ア
ラ
「
み
な
み
」
の
誕
生
日
を
お
祝
い

渦潮世界遺産推進フォーラム開催
　鳴門海峡の渦潮の世界遺産登録に向け
て、世界遺産や渦潮に関する理解を深め、機
運を醸成するため、フォーラムを開催します。
　定員は500人で、入場は無料です。
　ふるってご参加ください。

日時 　  月    日（土）７ ２

問兵庫・徳島「鳴門の渦潮」世界遺産登録推進協議会
　事務局（淡路県民局未来島推進課内）☎26-2085

場所  洲本市文化体育館文化ホール

内容 ❶学術調査報告
　　 ❷講演 元ユネスコ事務局長（第8代）
　　　 　　    松浦晃一郎 氏
　　　 　    元東京理科大学理工学部教授
            　     西村　司 氏
　　　 　    元静岡県富士山世界遺産課学術
　　　　     調査班長　小野　聡 氏
       ❸その他 落語上演 月亭八方師
　　　　　　　和太鼓演奏 大野わらじクラブ

午後１時１５分～
　　　４時30分

　

渦
潮
の
世
界
遺
産
登
録
へ
の
機
運

を
高
め
て
も
ら
お
う
と
オ
リ
ジ
ナ

ル
フ
レ
ー
ム
切
手
「
鳴
門
海
峡
の
渦

エ
ー
ス
と
し
て
投
打
に
大

活
躍
し
て
優
勝
に
導
い
た
、

賀
集
出
身
の
村
上
頌
し
ょ
う

樹き

さ
ん
の
優
勝
の
報
告
会
が

５
月
９
日
、
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
村
上
さ
ん

は
、
賀
集
少
年
野
球
ク
ラ

ブ
で
野
球
を
始
め
、
南
淡

中
学
校
在
学
中
に
島
内

の
硬
式
野
球
チ
ー
ム
「
ア

イ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ク
ス
」
で

エ
ー
ス
と
し
て
活
躍
。
進

学
し
た
智
辯
学
園
高
校
を

　

第
88
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
で

奈
良
県
の
智
辯
学
園
高
等
学
校
の

春
夏
通
じ
て
初
め
て
の
優
勝
に
導

き
ま
し
た
。
報
告
会
で
村
上
さ
ん

　

南
あ
わ
じ
市
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
委
嘱
状
交
付
式
を
５
月
16
日

に
行
い
、
京
都
府
福
知
山
市
か
ら

移
住
さ
れ
た
大
田
志
穂
さ
ん
が
新

た
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

大
田
さ
ん
は
、
美
菜
恋
来
屋
で

販
売
支
援
に
携
わ
る
ほ
か
、
特
産

品
の
開
発
や
広
報
な
ど
の
活
動
を

行
い
ま
す
。

　

交
付
式
で
は
、中
田
市
長
が
「
基

幹
産
業
の
振
興
に
知
恵
を
出
し
て

ほ
し
い
」
と
激
励
し
、
大
田
さ
ん
は

「
市
内
外
の
人
に
南
あ
わ
じ
市
の

魅
力
を
伝
え
、
南
あ
わ
じ
市
を
好

き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。　
　

　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
丘
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
雌

の
コ
ア
ラ
「
み
な
み
」
が
、
20
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
、
５
月
１
日
に

同
園
で
長
寿
を
祝
う
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
コ
ア
ラ
の
20

歳
は
人
間
の
１
０
０
歳
に
相
当
し
て

「
み
な
み
」
は
国
内
最
高
齢
で
す
。

　

県
と
友
好
提
携
を
結
ぶ
西
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
州
か
ら
友
好
の
証

し
と
し
て
贈
ら
れ
た
同
園
の
コ
ア

ラ
は
現
在
７
頭
が
飼
育
さ
れ
て
い

て
来
園
者
の
人
気
を
博
し
て
い
ま

す
。
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
中
田
市
長

が
井
本
園
長
に
祝
い
状
と
み
な
み

専
用
の
赤
い
座
布
団
を
贈
呈
。
長

寿
を
祝
う
紅
白
餅
が
入
園
者
先
着

５
０
０
人
に
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

図
る
た
め
平
成
24
年
８
月
に
着
工
。

総
事
業
費
約
７
億
８
千
万
円
で
、

茶
屋
池
に
架
か
る
１
０
０
メ
ー
ト
ル

の
橋
を
含
め
て
全
長
１
０
７
０
メ
ー

ト
ル
の
道
路
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

開
通
式
で
は
、
八
木
保
育
所
の

園
児
ら
が
合
唱
を
披
露
。
関
係
者

に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、
通
り

初
め
を
し
、
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

　

国
道
28
号
と
広
域
農
道
・
オ
ニ

オ
ン
ロ
ー
ド
を
結
ぶ
八
木
養
宜
上

の
市
道
茶
屋
池
線
が
４
月
27
日
に

完
成
し
、
開
通
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
線
は
、
国
道
28
号
線
の
渋
滞

緩
和
と
地
域
経
済
活
動
の
発
展
を

　

文
化
庁
が
地
域
の
文
化
財
や
伝

承
、
風
習
な
ど
に
ま
つ
わ
る
特
色

あ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
認
定
す
る「
日

本
遺
産
」
に
４
月
19
日
、　

島
内
３

市
で
申
請
し
た
「『
古
事
記
』
の
冒

頭
を
飾
る
「
国
生
み
の
島
・
淡
路
」

～
古
代
国
家
を
支
え
た
海あ

ま人
の
営

み
～
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

今
回
認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー

は
、
島
内
３
市
と
淡
路
県
民
局
、

淡
路
青
年
会
議
所
、
淡
路
島
く
に

う
み
協
会
、
淡
路
島
観
光
協
会
の

７
団
体
で
構
成
す
る
「
淡
路
島
日

本
遺
産
委
員
会
」
で
作
成
。
国
生

み
神
話
の
中
で
最
初
に
誕
生
す
る

「
特
別
な
島
」
を
淡
路
島
と
し
、

そ
の
背
景
に
は
、
金
属
器
文
化
や

塩
づ
く
り
、
航
海
術
で
畿
内
の
王

権
や
都
の
暮
ら
し
を
支
え
た
海
の

民
「
海
人
」
の
存
在
が
あ
っ
た
と

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
、
淡

路
市
の
五ご

っ

さ

か

い

と

斗
長
垣
内
遺
跡
や
伊
弉

諾
神
宮
、
洲
本
市
の
先
山
千
光

寺
な
ど
の
ほ
か
、
本
市
の
松
帆
銅

鐸
や
古
津
路
銅
剣
、
沖
ノ
島
古
墳

群
、
大
和
大
国
魂
神
社
、
鳴
門
海

峡
と
う
ず
し
お
、
淡
路
人
形
浄
瑠

璃
、
自お
の
こ
ろ
じ
ま

凝
島
神
社
、
沼
島
な
ど
31

項
目
の
文
化
財
が
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。     

▲中田勝久市長と握手する村上頌樹さん（右）

▲発売のフレーム切手

▲「みなみ」の長寿お祝いセレモニー

▲来園者に紅白餅が振る舞われました
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玉
ね
ぎ
の
収
穫
の
最
盛
期
を
終

え
、ほ
場
に
は
水
が
張
ら
れ
、田
植

え
の
準
備
を
進
め
ら
れ
て
い
る
作

業
風
景
を
良
く
目
に
し
ま
す
。水

田
と
小
屋
い
っ
ぱ
い
の
玉
ね
ぎ
を
同

時
に
見
ら
れ
る
、南
あ
わ
じ
な
ら
で

は
の
こ
の
風
景
を
見
る
と
、い
よ
い

よ
夏
本
番
間
近
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
に
発
生
い
た
し

ま
し
た
東
日
本
大
震
災
の
復
興
の

た
め
、今
年
度
も
宮
城
県
南
三
陸
町

へ
職
員
１
名
の
派
遣
を
継
続
し
て

お
り
ま
す
。ま
た
今
年
４
月
に
発
生

し
た
熊
本
地
震
に
つ
き
ま
し
て
は
、

５
月
14
日
～
20
日
の
間
、被
災
家
屋

を
調
査
す
る
た
め
の
資
格
を
有
し

た
職
員
２
名
を
甚
大
な
被
害
を
受

け
た
益
城
町
に
派
遣
い
た
し
ま
し

た
。復
興
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
と
支

援
が
必
要
で
す
。南
あ
わ
じ
市
に
お

い
て
も
、で
き
る
限
り
の
支
援
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

先
日
、第
88
回
選
抜
高
校
野
球

大
会
で
優
勝
し
た
智
辯
学
園
高

等
学
校
の
村
上
頌
し
ょ
う

樹き

投
手（
賀
集

出
身
）が
優
勝
報
告
に
来
て
く
れ

ま
し
た
。私
か
ら
は「
夏
の
大
会
も

優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」と
言
葉
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
た
、今
年
夏
に
開
催

さ
れ
る
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
柔
道
日
本
代
表
に

北
阿
万
出
身
の
正
木
健
人
選
手
が

内
定
。さ
ら
に
第
１
回
ア
ジ
ア
U

‐
21
男
女
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
選
手
権

大
会
で
志
知
出
身
の
村
上
礼
華
選

手
が
準
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し

た
。市
内
出
身
選
手
達
の
活
躍
は

大
変
う
れ
し
く
、誇
り
に
思
い
ま

す
。選
手
の
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る

ご
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、４
月
19
日
に
文
化
庁
が

地
域
の
歴
史
や
文
化
に
ま
つ
わ
る

ス
ト
ー
リ
ー
を
認
定
す
る「
日
本

遺
産
」と
し
て
、島
内
３
市
が
申

請
し
た「『
古
事
記
』の
冒
頭
を
飾

る『
国
生
み
の
島
・
淡
路
』～
古
代

国
家
を
支
え
た
海
人
の
営
み
」が

選
ば
れ
た
ま
し
た
。認
定
に
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
一
般
社
団
法
人
淡

路
青
年
会
議
所
を
は
じ
め
多
く
の

方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、こ
れ
か
ら
島
内
３
市
と
関
係

団
体
の
方
々
と
協
力
し
て
、よ
り
一

層
の
淡
路
島
の
魅
力
を
発
信
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

あ
る
旅
行
予
約
サ
イ
ト
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
客
に
人
気
の
旅
先
ラ
ン

キ
ン
グ
で
淡
路
島
が
２
位
に
選
ば

れ
ま
し
た
。淡
路
島
ロ
ン
グ
ラ
イ

ド
１
５
０
の
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
認
知

度
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、海
風
を
感

じ
な
が
ら
周
遊
で
き
る
点
が
評
価

さ
れ
た
よ
う
で
す
。淡
路
島
に
は

素
晴
ら
し
い
景
色
、日
本
遺
産
に

も
選
ば
れ
た
文
化
や
歴
史
、淡
路

島
た
ま
ね
ぎ
や
こ
れ
か
ら
旬
を
迎

え
る
ハ
モ
な
ど
の
農
畜
水
産
物
な

ど
多
く
の
ふ
る
さ
と
資
源
が
あ
り

ま
す
。こ
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
く

発
信
し
、認
知
度
を
高
め
、ふ
る
さ

と
創
生
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご

協
力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

熊
本
地
震
被
災
地
支
援
へ
職
員
を
派
遣

▲１階ロビーに設置した地域づくり掲示板▲市長から激励を受けた（左）高田課長補佐と（右）江本主査

▲現地で被害認定調査を行う２人

大
活
躍
　

南
あ
わ
じ
市
出
身
選
手
た
ち

お問い合わせ
（公財）兵庫県住宅再建共済基金
TEL 078‐362‐9400

（専用電話：平日9:00～17:00）
http://phoenix.jutakusaiken.jp/index.html

　◆住宅再建共済制度(負担金：年額5,000円）

住宅再建共済制度加入者が一部損壊（※1）の被害を受けたとき
○一部損壊で建築・購入補修＝２５万円
○建築・購入補修せず、賃貸住宅に入居した場合など＝１０万円
　（居住確保給付金）、

（注）１　県外で再建・購入した場合は、１／２の額となります。
　　２　賃貸住宅等については、別途制約があります。

　◆一部損壊特約（負担金：年額500円）
一部損壊（※1損害割合10％以上20％未満）を給付対象とする制度

　◆自然災害から「住まい」「家財」を守る　フェニックス共済
　◆フェニックス共済は兵庫県が条例に基づいて実施する「安全」・「安心」の制度です

　＋

【共済給付金】（半壊以上の被害を受けたとき）
○再建・購入＝６００万円
○補修＝２００万円（全壊）、１００万円（大規模半壊）、５０万円（半壊）
○再建・購入・補修をしない場合＝１０万円

（注）１　県外で再建・購入した場合は、１／２の額となります。
　　２　賃貸住宅等については、別途制約があります。

　※初年度は500円／月×3月までの月数（上限5,000円）です

　◆家財再建共済制度(負担金：金額1,500円）
【共済給付金】（半壊以上または床上浸水の被害を受けたとき）
○全壊で購入・補修＝５０万円
○大規模半壊で購入・補修＝３５万円
○半壊で購入・補修＝２５万円
○床上浸水で購入・補修＝1５万円

（注）１　県外で再建・購入した場合は、１／２の額となります。
　　２　賃貸住宅等については、別途制約があります。
  　 3　落雷等で家財のみが被害を受けた場合は対象外。

住宅再建共済にプラスして

●全国すべての事業所・企業が対象となります

●お手元に届いた調査票は、「調査票の記入のしか

　た」をご覧の上、漏れなくご記入をお願いします

●入力が簡単なインターネットによる回答をお勧めし
　ます

総務省・経済産業省・兵庫県・南あわじ市

６月１日
平成28年

調査票の記入にご協力をお願

いします！また、インターネッ

トでの回答期限は 6 月７日
（火）までとなっています！

問秘書課☎ 43 ‐ 5204

熊本地震災害兵庫県義援金
の募集を行っています 21

地
区
の
広
報
紙
を
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
に
掲
示

問平成28年熊本地震災害兵庫県義援金募集委員会事務局

　☎０７８‐３４１‐７７１１（内線5352・5386）

兵庫県では「平成28年熊本地震災害兵庫県義援金募集委員会」
を設立し、被災者支援のための義援金募集を行っています。

◆募集期間　平成28年６月３０日（木）まで
◆募集方法　次の金融機関へ振込み。口座名義は、いずれも　    

                 
「平成28年熊本地震災害兵庫県義援金」です。

◆【義援金募集用口座】
　三井住友銀行　神戸公務部　（普通）３０５２７５５

　みなと銀行　　本店営業部　（普通）１９２９４４３

　但馬銀行　　　神戸支店　　（普通）９８３１６８１

　
ＪＡ兵庫信連　本店　　　　（普通）００１４２０８

◆税法上の取扱い　

　この義援金は「ふるさと納税」に該当し、個人の場合は
寄付金控除、法人の場合は全額損金算入の対象となります。
　ＡＴＭまたは銀行窓口で発行される控えの原本を領収書と
して、大切に保管してください。なお、災害支援を目的とし
た緊急支援のため、返礼品の贈呈はありません。　

　

市
内
の
21
地
区
に
お
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
様
々
な
情
報
を
地

域
住
民
に
お
知
ら
せ
す
る
広
報
紙

が
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
21
地
区
の
広
報
紙
を
「
地

域
づ
く
り
掲
示
板
（
地
域
の
情
報

掲
示
板
）」
と
し
て
、
市
役
所
本
館

の
１
階
ロ
ビ
ー
に
集
め
て
、　

自
分

の
住
ん
で
い
る
地
域
以
外
の
広
報

紙
も
、
一
度
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　

各
地
域
の
広
報
紙
は
、
市
が
発

行
し
て
い
る
広
報
と
は
異
な
り
、

よ
り
地
域
に
身
近
な
情
報
を
地
域

の
住
民
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
づ
く
り
協

議
会
が
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
お
知
ら
せ
し
た

い
内
容
や
情
報
の
伝
え
方
に
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
が
あ
り
、
地
域
の

特
色
が
よ
く
分
か
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
各
種
手
続
き
や

会
合
等
で
市
役
所
へ
お
越
し
の
際

は
、
是
非
と
も
１
階
ロ
ビ
ー
へ
立

ち
寄
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課

　

☎
43
・
５
２
１
２

　

熊
本
地
震
で
甚
大
な
被
害
が

あ
っ
た
熊
本
県
益ま
し
き城

町
を
支
援
す

る
た
め
、
５
月
14
日
か
ら
20
日
ま

で
の
７
日
間
、
本
市
か
ら
下
水
道

課
の
高
田
智
之
課
長
補
佐
と
総
務

課
の
江
本
大
志
主
査
を
派
遣
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
派
遣
は
、
関
西
広
域
連

合
の
熊
本
地
震
災
害
支
援
本
部
か

ら
の
要
請
で
、
益
城
町
の
被
災
家

屋
の
被
害
認
定
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

派
遣
を
受
け
た
二
人
は
、
淡
路

島
地
震
で
調
査
経
験
を
持
っ
て
お

り
、「
阪
神
淡
路
大
震
災
の
恩
返

し
を
し
た
い
」「
少
し
で
も
早
い

復
旧
に
向
け
て
貢
献
し
た
い
」
と

決
意
を
述
べ
、
現
地
で
使
命
を
果

た
し
ま
し
た
。

▲熊本地震被災家屋（益城町）



今月の納税
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【
産
業
振
興
功
労
】

坂
部
　
明
男 

さ
ん
（
阿
万
）

　

淡
路
瓦
工
業
組
合
の
設
立
当

初
か
ら
組
合
理
事
と
し
て
２
期

４
年
、
平
成
21
年
か
ら
は
、
副
理

事
長
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
淡

路
瓦
の
販
路
拡
大
、
広
報
活
動
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
阿
万
支

部
の
支
部
長
と
し
て
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
積
極
的
な

活
動
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
組

合
事
業
の
海
外
展
開
で
は
、
展
示

出
展
や
企
業
訪
問
に
奔
走
さ
れ

て
淡
路
瓦
の
産
業
振
興
と
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

功労者表彰 ～ 兵庫県功労者表彰 ～
　県政の推進や地域活動、公共の福祉や産業振興などに功労のあった人た

ちに「兵庫県功労者表彰」が贈られます。2016 年、南あわじ市では４人

の人たちが県功労者として表彰されました。（順不同、敬称略）

　市・県民税･･･・・・・・・・・・・【 １期 】
納期限　６月３０日(木)

《納期内に忘れず納付しましょう》

問税務課☎43-5213

今月、市・県民税（普通徴収）の納税通知書をお送りします。

▽個人市民税と個人県民税をあわせて市・県民税と呼びます。
▽市・県民税が課税されるのは、平成28年１月１日現在、市内に住ん  
　でおり、平成27年中に一定額以上の所得がある人です。
▽１月２日以降に市外へ転出した人や亡くなった人も平成28年度分
　は南あわじ市で課税されます。
▽平成28年度の市・県民税は、平成27年１月～12月までの１年間の
　所得をもとに算出しています。平成27年中に退職し、それ以降働い
　ていない人でも、退職までの所得により課税されます。
▽市・県民税が給与から天引きされる特別徴収の人は、５月に勤務先
　の事業所を通じて税額決定通知書をお送りしています。

※東日本大震災の教訓を踏まえ、地方公共団体が実施する防災のた
　めの施策に要する費用の財源を確保するため、平成26年度から平
　成35年度まで均等割額が1,000円加算されています。

税額＝❶均等割（定額）　5,800円 ＋ ❷所得割 税率10％

平成28年度の市・県民税（住民税）について

◆安心・便利・確実な口座振替
　　市税は口座振替で納付することができます。手続きをす
　れば、納付のたびに金融機関等に行く必要がなく納め忘れ
　がありませんので、大変便利です。
　※預貯金通帳と、届出印を持参の上、市内の金融機関（郵
　　便局含む）または市役所税務課で手続きをしてください

◆便利なコンビニでの納付
　　市税はコンビニで納付することができます。ご自宅、勤務
　先の近くのコンビニで、土・日・祝日を問わず、24時間いつ
　でも納付できますので、大変便利です。
　※納付が30万円を超える場合は、コンビニで納付できません

連
合
自
治
会

　

南
あ
わ
じ
市
連
合
自
治
会
大
会

が
４
月
30
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
地
域
づ
く
り
に
尽

力
さ
れ
、
３
年
以
上
連
続
し
て
自

治
会
長
を
務
め
ら
れ
て
退
任
さ
れ

る
人
た
ち
へ
、
中
田
勝
久
市
長
よ

り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
28
年
度
連
合
自
治

会
の
本
部
役
員
は
次
の
人
た
ち
で

す
。
※
敬
称
略
（
所
属
地
区
）

会
長　
　

原
　
　
孝
　（
福　

良
）

副
会
長　

松
坂
　
壽
仁
（
潮
美
台
）

　
　
　
　

納
　
　
周
平
（
倭　

文
）

会
計　
　

喜
田
　
進　
（
丸　

山
）

会
計
監
査　

清
水
昭
男
（
伊
加
利
）

　
　
　
　
　

細
川
　
満
（
八　

木
）

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税

ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　　　　　 　　　　　  （５月17日現在） 

区分 件数 金額
南あわじ市内 561件 68,353,749円

市外（島内） 108件 17,701,000円

市外（島外） 11,614件 535,514,402円

合計 12,283件 621,569,151円

詳細は市のホームページで掲載しています

2016 淡路島ロング
ライド 150参加者募集
　淡路島を自転車で１周（約 150km）する
サイクリングイベントを開催します。

◆日　　程　　９月19日（月・祝）
◆場　　所　　淡路島国営明石海峡公園
◆参加資格　　中学生以上
                     （公道を走行可能な自転車）
◆参 加 費　　10,000 円
                      （消費税、傷害保険料含む）
◆定　　員　　2,000 人（先着順）
◆申込締切　　８月 31 日（水）
※申込方法は大会ホームページ
   http://www.awajishima-longride.jp/

問同大会事務局☎０２５９-74-３５１５

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～

市政ひろば

吉
備
国
際
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

★
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
（
要
申
込
）

▽
開
催
日
時　

６
月
11
日
（
土
）、

11
月
13
日
（
日
）、
12
月
17
日

（
土
）
の
午
後
１
時
30
分
～
午

後
４
時

▽
内
容　

学
科
説
明
、
キ
ャ
ン
パ

ス
見
学
、
個
別
相
談
、
Ａ
Ｏ
面

談
ほ
か

★
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
申
込
不
要
）

▽
開
催
日
時　

7
月
17
日
（
日
）、

8
月
27
日（
土
）、9
月
24
日（
土
）

の
午
前
11
時
～
午
後
４
時

▽
内
容　

学
食
体
験
、学
科
紹
介
、

ミ
ニ
講
義
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア

ー
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
入
試
相

談
、
奨
学
金
相
談
、
ア
パ
ー
ト

相
談
、
Ａ
Ｏ
面
談
、
在
学
生
と

の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
ほ
か

問
順
正
学
園
入
試
広
報
室

　

☎
０
１
２
０
・
25
・
９
９
４
４▲昨年開催の様子

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
６
の
お
知
ら
せ

　
吉
備
国
際
大
学
で
は
２
０
１
６
年
度
の
キ
ャ

ン
パ
ス
見
学
会
と
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
次

の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
参
加
申
込
制
の
「
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会
」、
参

加
申
込
み
不
要
で
学
食
が
無
料
体
験
で
き
る

「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
２
種
類
で
す
。

　
受
験
生
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
の
方
、
ご
家

族
の
方
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
駐
車
場
も

多
数
ご
ざ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
本
学
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
地
域
活
動
功
労
】

瀬
尾
　
弘
澄 

さ
ん（
阿
那
賀
）

　

淡
路
保
護
区
保
護
司
会
会
長

と
し
て
、
ま
た
兵
庫
県
保
護
司

会
連
合
会
副
会
長
と
し
て
永
き

に
わ
た
り
更
生
保
護
活
動
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。
犯
罪
防
止

や
防
犯
、
薬
物
乱
用
防
止
の
啓

発
活
動
を
熱
心
に
進
め
、
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
で
の
街
頭

啓
発
や
講
演
会
、
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

展
開
し
て
、
南
あ
わ
じ
市
の
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
福
祉
功
労
】

谷
口
　
啓
一 

さ
ん
（
福
良
）

　

南
あ
わ
じ
市
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
と
し
て
、
ま
た
兵
庫
県
社

会
福
祉
協
議
会
理
事
と
し
て
地
域

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
す
い

せ
ん
ホ
ー
ム
の
運
営
を
受
託
し
て

高
齢
者
福
祉
の
充
実
と
施
設
運
営

の
改
善
に
手
腕
を
発
揮
さ
れ
た
ほ

か
、
協
議
会
の
合
併
に
大
き
く
貢

献
。
地
域
特
性
を
活
か
し
た
協
議

会
事
業
の
推
進
と
住
民
交
流
に
精

力
的
に
取
り
組
み
福
祉
の
充
実
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
農
林
水
産
功
労
】

椿
原
　
芳
郎 

さ
ん
（
神
代
）

　

上
田
池
土
地
改
良
区
の
理
事

と
し
て
平
成
８
年
就
任
、
平
成

20
年
に
理
事
長
に
就
任
さ
れ
て
、

19
年
の
永
き
に
わ
た
り
土
地
改

良
区
の
運
営
基
盤
の
充
実
と
組

織
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま

す
。
卓
越
し
た
指
導
力
か
ら
受

益
地
域
で
の
農
業
用
水
の
円
滑

な
配
分
調
整
と
上
田
池
堰
堤
な

ら
び
に
幹
線
用
水
路
の
適
正
な

維
持
管
理
体
制
を
確
立
さ
れ

て
、
地
域
農
業
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
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市政ひろば

◆認知症初期集中支援とは？
　認知症の人（疑いのある人）やそのご家族を訪問し、相談に応じます。
　病院受診やサービス利用、家族への支援などの初期支援を包括的・集中的に行います。
   認知症専門医と専門知識をもつ保健師、社会福祉士でチームを構成しています。　
◆支援の対象となる人は？
　40歳以上で、自宅で生活をしており、認知症の症状などでお困りの人です。たとえば・・・
　❶認知症の治療を中断している
　❷認知症の症状が強くて、介護に困っており、サービスを利用したい
　❸認知症疾患の診断を受けたいが受診を拒否している
◆まずはご相談ください。

「第１層生活支援コーディネーター」が誕生しました！
　４月より長寿福祉課地域包括支援センター（市役所本館１階）に「第1層（市内全域対象）生活支援
コーディネーター」が誕生しました。

※気軽にご相談ください　問地域包括支援センター☎４３－５２３７

認知症の困りごとは
認知症初期集中支援チームがサポートします！

問地域包括支援センター☎４３－５２３７

　　

南あわじ市 徘徊高齢者 ITケアネット支援事業のご案内
　認知症で徘徊行動がある人に携帯していただく位置検索機能を持った機器を
貸し出し、その初期費用を助成します。

※詳しくはお問合せください　問地域包括支援センター☎４３－５２３７

問南あわじ市選挙管理委員会☎４３－５００４

※このサービスは、セコム株式会社が提供する「ココセコム」システムを利用しています

　７月は「参議院議員通常選挙」が行われます！

生活支援コーディネーターは、それぞれの地域で高齢者が
安心して暮らしていける仕組み（地域包括ケアシステム）
を作っていくお手伝いをします。

皆さんの地域には何が不足していますか？
どのような支え合いが必要でしょうか。
地域づくりについて一緒に考えてみませんか？

詳しくは、地域包括支援センターまで、または、
６月１日の新聞折り込み冊子「地域づくりと支え
あい」をご覧ください！

◆対象者
　　南あわじ市内に居住している65歳以上の徘徊の
　見られる認知症高齢者を介護している家族
◆助成の内容
　・登録時の費用、位置検索機器及び充電器の貸与
◆対象者の自己負担料
　・基本料金
　・予備バッテリー購入費（必要時）
　・情報提供料金
　・徘徊検索時の現場急行料
◆申し込み手順
　❶地域包括支援センター（市役所本館１階）に
　　申請し、貸し出しを受けます。
　❷ココセコム端末を徘徊の恐れのある人に携帯
　　していただきます。

◆行方不明になった時の対応
①ご家族がインターネットを通じてパソコンや携帯電話などで位置を確認
②オペレーションセンターに問い合わせて位置を検索してもらう
③ご家族の要請により、セコムの緊急対処員が現場に急行する

地域包括支援センター等

手 

順

介護支援専門員等

確定診断

かかりつけ医

気づき

認知症
  疑い

認知症疾患医療センター

日常支援（必要な支援）

訪　問

引き継ぎ

日常診療

相談

自宅

認知症初期集中支援チーム

チーム員会議

本人

家族

①訪問（アセスメント）
②チーム員会議
　　（受診の必要性の判断等）
③訪問（受診勧奨）
④訪問（初期集中支援）

アセスメントに基づく専門医受診等
の判断、受診方法の検討　など

相談・受診
　　　かかりつけ医

　仕事や通学の都合で滞在先の選挙管理委員会で不在者投票を予定して
いる人は、南あわじ市選挙管理委員会までお問い合わせください。
　請求書については市ホームページからダウンロードできます。
　なお、投票用紙の送付は公示日翌日以降となります。

　７月は第24回参議院議員通常選挙が行われます。
　期日前投票や投票日については決まり次第、新聞折り込みチラシ等でお
知らせします。入場券は、公示日翌日より各個人宛に葉書で送付します。

　市選挙管理委員会では、若年層向け啓発事業として期日前投票立会人
を公募しています。
　市内在住の40歳未満で、選挙運動や政治活動を行っていない人が応募
対象です。
　希望する人は、市選挙管理委員会までお問い合わせください。

◆期日前投票所立会人の公募について

◆他市町村での不在者投票請求について

雇用対策事業臨時職員の募集
マイクロバスの運転業務１名
◆申込要件
　①高校卒業以上　② 8ｔ限定なしの
中型以上の自動車運転免許	
※勤務条件等詳細は総務課までお問合
　せください	
◆申込方法
　市販の履歴書に必要事項を記入（写
真貼付）し、運転免許証の写しを添付
のうえ、総務課（市役所３階）まで持参
または郵送してください。	
◆受付期間
 ６月１日（水）～６月 10 日（金）必着
午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分まで
の平日のみ		
◆申込み・問合せ先
〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22-1
　南あわじ市役所総務課
　☎ 43 ‐ 5001
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◆電話番号◆
南あわじ市役所（代表）
　☎43-5001（総務課）

【議会】
議会事務局☎43-5005

【総務部】
総務課☎43-5001
財政課☎43-5209
管財課☎43-5210
情報課☎43-5206
　ケーブルテレビ☎43-2345

【企画部】
秘書課☎43-5204
ふるさと創生課☎43-5205
商工観光課☎43-5221
 消費生活センター
　　　　　☎43-5099
うずしお世界遺産推進課
　　　　　　　☎43-5207

【危機管理部】
危機管理課☎43-5203

【市民部】
市民課☎43-5212
税務課☎43-5213
環境課☎43-5214

【福祉部】
福祉課☎43-5216
子育て支援課☎43-5219
長寿福祉課☎43-5217
 地域包括支援センター
　　　　　☎43-5237
健康課☎43-5218

【農林水産部】
農林振興課☎43-5223
食の拠点推進課☎43-5224
農地整備課☎43-5225
水産振興課☎43-5243

【建設部】
建設課☎43-5226
都市計画課☎43-5227
下水道課☎43-5228

【会計】
会計課☎43-5229

【教育委員会】
教育総務課☎43-5230
学校教育課☎43-5231
社会教育課☎43-5232
体育青少年課☎43-5234
青少年育成センター
　　　　　　☎43-5238

【各委員会事務局】
選挙管理委員会事務局
　　　　　　☎43-5004
監査委員事務局・固定資産
評価審査委員会事務局
　　　　　　☎43-5235
農業委員会事務局
　　　　　　☎43-5236

【淡路広域水道企業団】
お客様センター☎43-3038

　

第67回市議会定例会日程（６月）

　  議 会

開会：午前10時～ ◆委員会
日程 委員会 内容

17日（金）総務常任委員会
付託案件
審査

16日（木）産業厚生常任委員会

◦議会は市役所本館４階の議場
で傍聴できます。

◦インターネットによる中継、モ
ニター中継（市役所本館４階
ロビー、中央公民館）をしてい
ます。

　ご利用ください。

　問議会事務局☎ 43-5005

◆本会議
日程 内容

３日（金）
条例案上程、28年度補正予算案
など上程（委員会付託）

10日（金）一般質問 

13日（月）一般質問

14日（火）一般質問、追加議案上程

15日（水）予備日

21日（火）
追加議案上程、付託案件委員会審
査報告・表決

開会：午前10時～

　

７
月
３
日
（
日
）

　

ゴ
ミ
の
な
い
美
し
い
淡
路
島
を
島

民
の
手
で
創
り
ま
し
ょ
う
。
多
く
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

全
島
一
斉
清
掃
の
日

　　

　

戸
別
受
信
機
の
設
置
が
始
ま
り
ま
し
た
！

　

戸
別
受
信
機
は
、
地
震
等
の

災
害
情
報
や
市
役
所
か
ら
の
お

知
ら
せ
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で

き
る
機
器
で
す
。
戸
別
受
信
機

の
設
置
を
お
申
込
み
い
た
だ
い

た
ご
家
庭
へ
、
宅
内
工
事
業
者

が
設
置
の
た
め
に
来
年
２
月
末

ま
で
に
順
次
訪
問
い
た
し
ま

す
。
訪
問
前
に
は
日
程
調
整
の

た
め
、宅
内
工
事
業
者
か
ら
連

絡
い
た
し
ま
す
。

　

基
本
的
に
宅
内
工
事
業
者
が

工
事
費
を
請
求
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。　

～
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業
～

　

戸
別
受
信
機
は
、
防
災
情
報

を
確
認
す
る
た
め
、
一
家
に
一

台
が
必
要
で
す
。

　

戸
別
受
信
機
の「
設
置
意
思

確
認
書
」ま
た
は「
設
置
業
者
選

定
届
」の
返
送
が
お
済
み
で
な

い
人
は
、お
早
め
に
ご
返
送
く

だ
さ
い
。

　

ご
不
明
な
点
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
情
報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
宅
内
工
事
事
務
所

　

       

☎
43
・
５
３
６
０

問
情
報
課
☎
43
・
５
２
０
６

　

　　　 みなさんのお役に立ちます
　　○植木剪定　　○大工・左官仕事　　○農作業　　○除草・草刈　　○軽作業

　　○施設管理　　○清掃　　○毛筆筆耕　　○生活支援（掃除・洗濯・食事支度）など

　　 お気軽にお電話下さい           どんな仕事でもご相談下さい         

　（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　　〒 656-0122　南あわじ市広田広田 1064 番地（旧緑庁舎 1 階）
　　　 

会　員
募集中

TEL ／ 0799-45-0171（代）　　0799-45-0012　　　FAX ／ 0799-45-1814

シルバー人材センターは
旧緑庁舎へ移転しました 

　

市
の
工
事
を
装
っ
た
架
空
請

求
・
詐
欺
等
が
疑
わ
れ
る
場
合

は
、
宅
内
工
事
事
務
所
も
し
く

は
情
報
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
　

平
成
28
年
4
月
分
か
ら

平
成
29
年
3
月
分
ま
で
の

国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
万
６
２
６
０
円
で
す
。

　

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
ら
れ
る
納
付
書
に
よ

り
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ

ン
ビ
ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
納
付
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
を
利
用
し
て
の
納
付
、
そ

し
て
、
便
利
で
お
得
な
口
座
振

替
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
期
限
ま
で

に
納
め
て
い
た
だ
け
な
い
人
に

対
し
て
、
電
話
、
書
面
、
面
談

に
よ
り
早
期
に
納
め
て
い
た
だ

く
よ
う
案
内
し
て
い
ま
す
。

　

未
納
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る

と
、
強
制
徴
収
の
手
続
き
に

よ
っ
て
督
促
を
行
い
、
指
定
さ

れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
が
無
い

場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る

だ
け
で
は
な
く
、
納
付
義
務
の

あ
る
人
の
財
産
を
差
し
押
さ
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早

め
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
免

除
さ
れ
る
制
度
や
猶
予
さ
れ
る

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民

課
窓
口
へ
ご
相
談
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
「
納
付
義
務
の
あ
る
人
」
と

は
、被
保
険
者
本
人
、ま
た
は
、

連
帯
し
て
納
付
す
る
義
務
を

負
う
配
偶
者
お
よ
び
世
帯
主

に
な
り
ま
す

問
明
石
年
金
事
務
所

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
０

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に　

　

Ｇ
７
神
戸
保
険
大
臣
会
合
が
開
催
さ
れ
ま
す
！

「
不
審
な
人
物
」
や
「
不
審
な

車
（
物
）」
等
を
見
か
け
た
と

き
は
、
１
１
０
番
通
報
を
お
願

い
し
ま
す
。

南
あ
わ
じ
警
察
署

開
催
日

　

９
月
11
日（
日
）、12
日（
月
）

警
備
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

納
め
ま
し
ょ
う　

　

社
会
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た

め
に
、
不
法
就
労
・
不
法
滞
在
問

題
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
外

国
人
の
不
法
就
労
・
不
法
滞
在
を

な
く
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。　
　
　

南
あ
わ
じ
警
察
署

不
法
就
労
・
不
法
滞
在

取
締
り
を
強
化
中
！
　

災
害
に

備
え
ま
し
ょ
う
！

　

自
然
災
害
か
ら
、
身
を
守
る
た

め
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
防
災
意

識
を
高
め
る
と
と
も
に
日
頃
か
ら

の
災
害
へ
の
備
え
が
重
要
で
す
。        

　
　
　
　
　
　

南
あ
わ
じ
警
察
署

　

市
で
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
の
子
育

て
支
援
施
策
の
一
環
と
し
て
、

平
成
28
年
度
よ
り
、
子
育
て
世

代
の
経
済
的
な
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
市
内
の
３
歳
未
満
児

が
い
る
世
帯
を
対
象
に
、
市
指

定
の
可
燃
用
ご
み
袋
を
無
料
で

配
布
し
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
３
歳
未

満
児
が
い
る
世
帯

無
料
配
布　
市
指
定
の
可
燃

用
ご
み
袋
（
小
）
３
袋

配
布
開
始　
６
月
１
日
よ
り

配
布
方
法
　
健
康
課
が
実
施
す

る
「
４
か
月
健
診
」「
１
歳
６

か
月
健
診
」「
２
歳
３
か
月
健

診
」
時
に
配
布
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
健
診
未
受
診
者
の

人
は
、
３
歳
未
満
児
が
確
認

で
き
る
母
子
手
帳
等
を
持
参

の
う
え
、
環
境
課
窓
口
（
市

役
所
本
館
３
階
）
で
手
続
き

を
行
え
ば
配
布
し
ま
す
。

※
平
成
28
年
５
月
末
ま
で
に
２

歳
３
か
月
健
診
を
受
診
済
み

の
３
歳
未
満
児
は
３
歳
児
健

診
時
配
布
し
ま
す

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

お
む
つ
用
ご
み
袋
を
無
料
配
布
し
ま
す
！

　
　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平

成
28
年
度
末
ま
で
に
「
第
３
次

地
域
福
祉
推
進
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。
地
域
福
祉
推
進
計
画

と
は
、
地
域
の
現
状
に
即
し
た

社
協
運
営
と
地
域
福
祉
活
動
を

進
め
る
た
め
の
計
画
で
あ
り
、

今
後
の
方
針
を
話
し
合
う
策
定

地
域
福
祉
推
進
計
画
策
定
委
員
を
募
集

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
締
切　

６
月
10
日
（
金
）

対
象
者　

市
の
地
域
福
祉
を

一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
人

※
応
募
方
法
な
ど
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い

問
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
44
・
３
０
０
７

　  募  集
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福
祉
用
具
貸
与
に
つ
い
て

条
件　

要
支
援
・
要
介
護
認

定
を
受
け
て
居
宅
で
生
活

し
て
い
る
人

※
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
担

当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
福

祉
用
具
専
門
相
談
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

対
象
品
目　

　

❶
車
い
す 

❷
車
い
す
付
属

品 

❸
特
殊
寝
台 

❹
特
殊
寝

台
付
属
品 

❺
床
ず
れ
防
止

用
具 

❻
体
位
変
換
器 

❼
認

知
症
老
人
徘
徊
感
知
機
器
❽

移
動
用
リ
フ
ト
（
つ
り
具
の

部
分
を
除
く
） 

❾
介
助
用
ベ

ル
ト 

�
自
動
排
泄
処
理
装

置 

�
手
す
り 

�
ス
ロ
ー
プ

　

�
歩
行
器 

�
歩
行
補
助
つ
え

※
原
則
❶
～
❾
は
要
介
護
２
～

５
、
�
は
要
介
護
４
、５
の

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

例
外
的
に
要
支
援
１
、
２
、

要
介
護
１
の
人
で
も
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

住
宅
改
修
の
補
助

条
件　

要
支
援
・
要
介
護
認

定
で
居
宅
で
生
活
す
る
人

限
度
額　

20
万
円
（
限
度
額

内
で
８
割
分
ま
た
は
９
割

分
を
支
給
）

利
用
方
法

❶
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
。

改
修
の
理
由
書
や
見
積
書
な

ど
を
添
え
て
市
へ
事
前
申
請

❷
工
事
を
実
施
。
費
用
は
、
一

旦
全
額
自
己
負
担

❸
領
収
書
と
工
事
費
の
内
訳
が

わ
か
る
書
類
（
改
修
前
後
の

写
真
等
）
を
市
へ
提
出

❹
審
査
後
、
限
度
額
内
で
８
割

分
ま
た
は
９
割
分
を
支
給

対
象
工
事　
❶
手
す
り
の
取

り
付
け 

❷
段
差
解
消 

❸
洋

式
便
器
等
へ
の
便
器
の
取

替
え 

❹
引
き
戸
な
ど
へ
の

取
替
え 

❺
滑
り
防
止
や
移

動
の
円
滑
化
の
た
め
の
床

材
の
変
更
な
ど

問
長
寿
福
祉
課

　

☎
43
・
５
２
１
７

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

  １条
件　
要
支
援
・
要
介
護
認

定
を
受
け
て
居
宅
で
生
活

し
て
い
る
人

※
指
定
を
受
け
て
い
な
い
販
売

店
か
ら
購
入
し
た
場
合
は
、

給
付
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん

限
度
額　

年
間
10
万
円
（
限

度
額
内
で
８
割
分
ま
た
は

９
割
分
を
支
給
）

利
用
方
法

❶
指
定
販
売
店
で
必
要
な
福
祉

用
具
を
購
入

❷
申
請
書
、
カ
タ
ロ
グ
の
写
し
、

領
収
書
を
市
へ
提
出
（
費
用

は
、
一
旦
全
額
自
己
負
担
）

❸
審
査
後
、限
度
額
内
で
８
割

分
ま
た
は
９
割
分
を
支
給

対
象
品
目　
❶
腰
掛
便
座

　
❷
特
殊
尿
器 

❸
入
浴
補
助

用
具 

❹
簡
易
浴
槽 

❺
移
動

用
リ
フ
ト
の
つ
り
具
の
部
分 

❻
便
座
の
底
上
げ
部
材

　
❼
自
動
排
泄
処
理
装
置
の
交

換
可
能
部
分

福
祉
用
具
購
入
費
支
給
に
つ
い
て

  ２

  ３

　   決  定！

保険料率 28・29年度 （前回）26・27年度

均等割額 48,297円 47,603円

所得割率 10.17％ 9.70％

※医療給付費の増加などによる保険料の大幅な上昇を
　抑制する趣旨から、給付費準備基金のうち、７３億円を
　取り崩して繰り入れることにより、均等割額の上昇幅
　を６９４円、所得割率の上昇幅を０．４７ポイントに抑え
　ています

総所得金額等（被保険者＋世帯主）が
次の基準以下の世帯

軽減割合
（軽減後：年額）

基礎控除額
33万円

被保険者全員の各所得（年金所得は控
除額を80万円として計算）が０円 

９割
（4,829円）

上記以外   　8.5割（注１）
（7,244円）

基礎控除額33万円＋26.5万円×被保険者の数 ５割
（24,148円）

基礎控除額33万円＋48万円×被保険者の数 ２割
（38,637円）

保険料額（年額）

上限５７万円

均等割額

４８,２９７円

所得割額

（※総所得金額等ー３３万円）×所得割率１０．１７％

※総所得金額等とは収入額から控除額を引いた金額です。（ここでいう控除額とは、公的年金等控除額、給与所得控
除額、必要経費のことをいい、所得控除（社会保険料控除、扶養控除等）は含みません。）

　後期高齢者医療制度の保険料を決める基準である保険料率（均等割額と所得割率）は２年ごとに見直されます。

　年間の保険料は一人ひとりが等しく負担する「均等割額」と前年の所得に応じて負担する「所得割額」
の合計となります。

　以下の人は、平成 27 年中の所得に応じて平成 28 年度の保険料額が軽減されます。なお、平成 28 年度

から５割及び２割の軽減対象が拡大しました。（５割軽減の基準について、被保険者数に乗ずる金額が２６万円

から２６．５万円に変更になりました。また、２割軽減の基準について、被保険者数に乗ずる金額が４７万円から

４８万円に変更になりました）

　個人ごとの保険料額は７月中旬に送付する保険料額決定通知書でお知らせします。

❷所得割額
　所得割額算定にかかる所得（総所得金額等－基礎控除額３３万円）が、５８万円　（年金収入のみの
場合は２１１万円）以下の人は特例措置により所得割額が５割軽減されます。

問市民課☎４３– ５２１２
問後期高齢者医療広域連合（コールセンター）☎０７８– ３２６– ２０２１

　制度に加入する前日に、会社の健康保険などの被用者保険の被扶養者だった人は、当分の間、所得割額

はかからず、均等割額が５割軽減されます。

　さらに特例として、平成 28 年度は、均等割額が９割軽減され、年額４，８２９円となります。

　なお、国民健康保険・国民健康保険組合に加入していた人は対象にはなりません。

◆保険料率（平成28・29年度）

後 期 高 齢 者 医 療 制 度
平成 28・29 年度の保険料率を決定しました

※65歳以上の公的年金受給者
は、総所得金額等から年金所得
の範囲内で最大15万円を控除
し、軽減判定されます。

（注１）本来は７割軽減ですが、
軽減措置で平成28年度は8.5
割軽減となります。

❶均等割額
▼世帯（世帯主と世帯内の被保険者）の平成27年中の総所得金額等が一定の金額以下の人

＝ ＋

◆兵庫県の保険料計算方法(平成28・29年度) 

◆保険料額の通知について

◆所得の低い人の軽減

◆被扶養者だった人の軽減

　 　

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
（
老
人

医
療
・
重
度
障
害
者
医
療
・
乳
幼

児
等
医
療
・
こ
ど
も
医
療
・
母
子

家
庭
等
医
療
・
高
齢
重
度
障
害
者

医
療
）
は
、
毎
年
７
月
に
更
新
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
該
当
す
る
人
に
は
、

６
月
下
旬
に
受
給
者
証
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
７
月
以
降
は
新
し
い

受
給
者
証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
母
子
家
庭
等
医
療
の
対
象
者
に

は
更
新
申
請
（
現
況
届
）
の
案

内
を
送
付
し
ま
す
の
で
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
市
民
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
給
者
証
の
交
付

　

交
付
に
は
所
得
の
申
告
が
必
要

で
す
。
対
象
者
で
も
所
得
の
申
告

が
な
い
場
合
は
、
受
給
資
格
の
確

認
が
で
き
な
い
た
め
、
受
給
者
証

を
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

※
平
成
28
年
１
月
１
日
に
南
あ
わ

じ
市
に
住
民
登
録
の
な
い
人

は
、
以
前
の
市
区
町
村
で
平
成

28
年
度
所
得
・
課
税
証
明
書
（
市

民
税
所
得
割
税
額
の
控
除
の
明

細
が
わ
か
る
も
の
）
の
交
付
を

受
け
、
市
民
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い

福
祉
医
療
利
用
上
の
注
意

◆
払
戻
し
の
申
請
が
必
要
な
例

❶
受
給
者
証
が
使
え
な
か
っ
た
と

き
（
県
外
受
診
な
ど
）

❷
福
祉
医
療
の
受
給
者
が
補
装
具

な
ど
の
装
着
を
し
た
と
き

❸
老
人
医
療
で
１
か
月
の
一
部
負

担
金
の
合
計
が
限
度
額
を
超

え
た
と
き

◆
福
祉
医
療
の
助
成
が
な
い
例

❶
学
校
等
で
の
事
故
で
日
本
ス
ポ

ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
給
付

を
受
け
る
と
き

❷
他
の
公
費
負
担
医
療
の
給
付
を

受
け
る
と
き

※
乳
幼
児
等
医
療
受
給
者
、
こ
ど

も
医
療
受
給
者
で
、
自
立
支
援

医
療
・
小
児
慢
性
特
定
疾
病
医

療
・
難
病
法
に
基
づ
く
特
定
医

療
の
公
費
助
成
を
受
け
て
支

払
っ
た
自
己
負
担
額
に
つ
い

て
は
、
申
請
に
よ
り
払
戻
し
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

❸
訪
問
看
護
を
受
け
る
と
き

問
市
民
課
☎
43
・
５
２
１
２

　

　

福
祉
医
療
の
受
給
者
証
送
付

６
月
下
旬
郵
送 　

７
月
か
ら
利
用
で
き
ま
す
！
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タ
マ
ネ
ギ
残
さ
は
、

処
理
施
設
へ

受
入
時
間　

　

平
日
の
午
後
１
時
～
４
時

場
所  

❶
神
代
セ
ン
タ
ー

　

❷
北
阿
万
セ
ン
タ
ー

利
用
料
金　

農
家
１
５
０
円

／
20
㎏
（
利
用
料
３
０
０
円

の
半
額
を
市
が
助
成
）

問
農
林
振
興
課

   

☎
43
・
５
２
２
３

問
バ
イ
オ
マ
ス
施
設
管
理
組
合

　

☎
42
・
０
３
５
６

　 ６
月
は
豊
か
な
む
ら
を

災
害
か
ら
守
る
月
間

　

こ
の
時
期
は
、
た
め
池
、
山

崩
れ
、
地
す
べ
り
な
ど
の
災
害
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

 

ま
た
、
万
が
一
に
備
え
て
、
た

め
池
や
裏
山
な
ど
の
危
険
な
個

所
を
見
て
回
る
ほ
か
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
た
め
に
、
避
難
場
所
や

避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

 

問
洲
本
土
地
改
良
事
務
所

    

☎
26
・
２
１
１
８

 

問
市
役
所 

農
地
整
備
課　

    

☎
43
・
５
２
２
５

　 　

美
菜
恋
来
屋
で
は
、
随
時
、

出
荷
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

 

安
心
・
安
全
な
農
作
物
を
地

元
の
人
、
観
光
客
の
人
に
提
供

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

ま
だ
ま
だ
出
荷
者
の
人
も
品

目
も
少
な
い
状
況
で
す
。

　

淡
路
島
の
特
産
加
工
品
も
募

集
し
て
い
ま
す
。 

　

魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
南
あ

わ
じ
市
、
淡
路
島
を
皆
さ
ん
の
力

で
活
性
化
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
？ 

美
菜
恋
来
屋
の
出
荷
者
を
募
集
中
で
す
！

　

詳
し
く
は
、
美
菜
恋
来
屋
・

電
話
43
・
３
７
５
１
（
よ
～
さ

ん
み
ん
な
こ
い
）
ま
で
。

　

ま
た
、
美
菜
恋
来
屋
で
は
、

毎
日
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の
人

の
ご
来
店
を
従
業
員
一
同
、
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

　

集
落
営
農
活
性
化
塾
の
受
講
者
を
募
集
！

　

将
来
の
集
落
内
の
農
地
に
不

安
が
あ
る
、
集
落
営
農
に
興
味

が
あ
る
、
集
落
営
農
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
た
い
人
な
ど
を

対
象
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

少
し
で
も
興
味
が
あ
る
人
は

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
催
回
数　
７
月
～
来
年
３

月
の
平
日
に
３
～
４
回
開

催
予
定

開
催
場
所　
南
あ
わ
じ
市
ま

た
は
洲
本
市
内
の
会
場
お

よ
び
先
進
地
視
察

対
象
者　
集
落
営
農
組
織
が

無
い
集
落
で
、
今
後
集
落
営

農
に
取
り
組
み
た
い
集
落

塾
の
内
容　
集
落
営
農
の
概

要
、
島
内
の
集
落
営
農
組
織
に

学
ぶ
他
、
先
進
地
視
察
な
ど

定
　
員　
30
人
程
度

※
１
集
落
２
～
３
人
で
参
加
く

だ
さ
い

費
　
用　
受
講
料
は
無
料

※
但
し
、
視
察
参
加
費
等
の
負
担

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

応
募
方
法　
受
講
代
表
者
の

氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
を
農

林
振
興
課
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。　

応
募
締
切 

６
月
22
日
（
水
）

問
農
林
振
興
課

　

☎
43
・
５
２
２
３

　

農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

「
農
業
女
子
は
農
業
好
き
！
」

　

農
業
に
関
わ
り
を
持
つ
女
性

に
対
し
て
、
野
菜
等
の
新
品
種

の
導
入
や
新
商
品
の
開
発
、
ま

た
は
食
育
・
食
農
・
農
業
雑
誌

等
の
発
行
な
ど
、
農
業
に
か
か

わ
る
活
動
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
で
農
業
に

か
か
わ
る
女
性
４
人
以
上

で
組
織
す
る
グ
ル
ー
プ

募
集
期
限  

７
月
29
日（
金
）

　
　

※
採
択
額
が
予
算
額
に
達
し
た

時
点
で
終
了

応
募
方
法　
申
請
書
及
び
、

活
動
計
画
書
な
ど
の
関
係
書

類
を
添
付
し
、
農
林
振
興
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
２
２
３

活
動
経
費
を
助
成
！

　  助  成

女
性
農
業
教
室
の
受
講
生
を
募
集
！

　

農
業
を
支
え
る
女
性
農
業
者

を
対
象
に
、
身
近
な
野
菜
を
加
工

品
に
す
る
コ
ツ
や
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ

の
仕
方
な
ど
の
内
容
（
計
５
回
）

で
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
期
間 

７
月
～
12
月

募
集
対
象 

市
内
の
農
業
に
携

わ
る
女
性
農
業
者

定
員 

30
人

申
込
締
切 

６
月
20
日
（
月
）

申
込
み
方
法 

「
女
性
農
業
教

室
受
講
希
望
」
と
明
記
し
、

電
話
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
生
年
月
日
を
記
入
の

う
え
、
農
林
振
興
課
ま
で
提

出
願
い
ま
す
（
様
式
無
し
）

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
２
２
３

　  

松
く
い
虫
対
策
、航
空
防
除
を
行
い
ま
す

　

貴
重
な
松
林
を
松
く
い
虫
の

被
害
か
ら
守
る
た
め
、山
中
の

松
林
へ
薬
剤
の
空
中
散
布
を
行

い
ま
す
。　

　

散
布
地
域
に
お
住
い
の
人
、お

出
か
け
の
人
は
、ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

万
一
、薬
剤
散
布
が
原
因
と

疑
わ
れ
る
症
状
が
出
た
人
は
、

医
療
機
関
で
農
薬
中
毒
に
対
す

る
処
置
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
務
所

　

森
林
課
☎
26
・
２
１
０
３

問
農
林
振
興
課

　

☎
43
・
５
２
２
３

区域 実施日 時間 面積

沼島 ６月22日（水）
午前５時
～９時

35ha

湊里・伊加利 ６月23日（木） 115ha

※散布当日は、散布地域の山林に
   立ち入らないでください！

　

農
地
の
借
受
希
望
者
を
募
集
！

　

集
落
営
農
組
織
や
大
規
模
農

家
お
よ
び
新
規
就
農
者
等
の
担

い
手
へ
農
地
の
集
積
・
集
約
を

図
る
た
め
、
農
地
中
間
管
理
事

業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
「
農
地
中
間
管
理
事
業
」

を
活
用
し
て
農
地
の
借
受
け
を

希
望
す
る
人
は
、
あ
ら
か
じ
め

借
受
希
望
申
込
が
必
要
で
す
。 

募
集
期
限　
６
月
30
日
（
木
）

募
集
方
法　
兵
庫
み
ど
り
公
社

へ
所
定
の
申
込
書
を
メ
ー

ル
も
し
く
は
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
郵
送
、
持
参

問
兵
庫
み
ど
り
公
社

　

☎
０
７
８
・
３
６
１
・
８
１
１
４

　

F
０
７
８
・
３
６
１
・
８
１
２
８

　       

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
６
月
出
張
相
談
日

　

南
あ
わ
じ
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
で
は
、
各
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
相
談
員
に
よ

る
出
張
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま

す
。
６
月
の
日
程
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

　

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
等
疑
問
に

感
じ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
43
・
５
０
９
９

出張相談日
（時間：午後 1 時 30 分～３時 30 分）

６月相談日 場所

  ８日（水） 倭文公民館（旧倭文支所）

14 日（火） 津井地区公民館

15 日（水） 広田地区公民館

22 日（水） 丸山地区公民館

28 日（火） 阿那賀地区公民館

30 日（木） 伊加利地区公民館

　

成
人
式
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

来
年
成
人
式
を
迎
え
る
あ
な

た
！
一
度
し
か
な
い
成
人
式
を

自
分
た
ち
の
手
で
作
り
上
げ
ま

せ
ん
か
。

　

成
人
式
開
催
に
関
わ
る
こ
と

で
よ
り
印
象
深
い
成
人
式
に
な

る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
！　

少
し
で
も
興
味
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

一
度
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　
南
あ
わ
じ
市
で
今
年

度
成
人
式
を
迎
え
る
人

（
平
成
８
年
４
月
２
日
〜
平
成

９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
）

問
社
会
教
育
課

　

☎
43
・
５
２
３
２

　  注  意

ホームドクターアリス 
しろあり・害虫駆除の専門店 

南あわじ市北阿万筒井76-1 

問☎55-0800 
調査・見積 
　 無料！ 

地元の業者にお任せを！ 
気軽にご連絡ください。 
　　　相談受付中 

しろあり・ハチ

いや～な虫の 駆除と予防

　

  南あわじ市阿那賀西路字笹原１６番６（約３４０坪）
【貸土地】お気軽にお問い合わせください！

問ウィンテック株式会社　
　☎06-6538-1217㈹

担当：伊藤
☎090-7757-8326

http://img.gg/DlEgT9y
→詳細な写真を掲載
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児
童
手
当
現
況
届
の
手
続
き
に
つ
い
て

　

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
６
月
中
に
「
児
童
手
当

現
況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
に
よ
り
引
き
続
き
手

当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を

確
認
し
ま
す
。

　

６
月
初
旬
に
対
象
者
あ
て
に

児
童
手
当
の
現
況
届
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、
必
須
事
項
を
記
入

押
印
の
う
え
、
市
役
所
窓
口
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
届
出
が
な
い
と
、
６
月
分
以

降
の
児
童
手
当
が
一
時
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

対
象
者　
児
童
手
当
を
受
給

中
の
人

必
要
添
付
書
類
等　

❶
請
求
者
が
被
用
者
（
会
社

員
な
ど
）
の
場
合

➡
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

写
し
な
ど

❷
平
成
28
年
1
月
2
日
以
降

に
南
あ
わ
じ
市
に
転
入
し

て
き
た
場
合

➡
平
成
28
年
度
所
得
証
明
書

（
平
成
28
年
1
月
1
日
時
点

で
お
住
ま
い
の
市
区
町
村

で
発
行
す
る
所
得
証
明
書
）

❸
子
ど
も
と
住
民
票
が
別
の

場
合

➡
別
居
監
護
申
立
書
（
来
庁
時

に
ご
記
入
頂
き
ま
す
）

※
子
ど
も
の
住
所
が
南
あ
わ
じ

市
外
の
場
合
は
、
子
ど
も
の

属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民

票
（
本
籍
・
続
柄
の
記
載
の

あ
る
も
の
）

受
付
期
間  

６
月
１
日
（
水
）

～
６
月
30
日
（
木
）

受
付
場
所　
子
育
て
支
援
課

（
市
役
所
本
館
１
階
）

問
子
育
て
支
援
課

　

☎
43
・
５
２
１
９

◆
6
月
中
に
提
出
お
願
い
し
ま
す

　

定
期
巡
回・随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

　

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
事
業
所
を
開
設
す

る
事
業
者
を
公
募
し
ま
す
。

参
加
表
明
の
期
限　

　

６
月
30
日
（
木
）
ま
で

提
出
先　

 

長
寿
福
祉
課　

※
応
募
要
件
等
の
詳
細
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
お
問
合
せ
く

だ
さ
い

問
長
寿
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
７

事
業
者
を
公
募
し
ま
す

　  公  募　 　

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
淡

路
の
放
送
業
務
の
管
理
運
営
や

放
送
内
容
を
調
査
、
審
議
す
る

委
員
を
公
募
し
ま
す
。

募
集
人
数　
２
人

任
期　
平
成
28
年
９
月
１
日

～
平
成
30
年
８
月
31
日

応
募
資
格　
応
募
締
切
日
現

在
に
お
い
て
、
次
の
❶
～
❹

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
人

❶
南
あ
わ
じ
市
の
議
会
議
員
及

び
市
長
の
選
挙
権
を
有
す
る

❷
南
あ
わ
じ
市
議
会
議
員
ま
た

は
南
あ
わ
じ
市
職
員
で
な
い

❸
南
あ
わ
じ
市
の
他
の
附
属
機

関
の
公
募
委
員
で
な
い

❹
南
あ
わ
じ
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
に
加
入
し
て
い
る

応
募
方
法　
指
定
の
応
募
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、「
地
域
に
お
け
る

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
役
割

と
運
営
協
議
会
・
放
送
番
組

審
議
会
委
員
が
果
た
す
役

割
」
を
テ
ー
マ
に
小
論
文

（
８
０
０
字
以
内
、
書
式
自

由
）
を
添
え
て
、
持
参
ま
た

は
郵
送
に
よ
り
提
出

応
募
締
切　
６
月
30
日
（
木
）

午
後
５
時
ま
で
（
持
参
の
場

合
は
土
日
祝
日
を
除
く
）

応
募
先　
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト

※
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト

　

☎
43
・
２
３
４
５

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
淡
路

施
設
運
営
協
議
会
お
よ
び
放
送
番
組
審
議
会

の
委
員
を
公
募
し
ま
す

　  公  募

６月番組の見どころ

さんさんニュース
 　　　　 ※月曜日から金曜日  午後７時 30 分更新

◆６月 １日（水）～　
　南淡中学校トライやる生制作
　　　　　「南淡中学校へカモ～ン！」
◆６月 ３日（金）～　
　北阿万小学校春季運動会
◆６月 ８日（水）～　
　兵庫県ジュニア軟式野球選手権大会南淡路予選会
◆６月13日（月）～　
　第15回あわじオープンガーデン（三原・南淡エリア）
◆６月20日（月）～　
　第15回あわじオープンガーデン（阿那賀晴海ヶ丘）
◆６月20日（月）～
   「第７回お茶の間川柳」優秀作品発表！
◆６月21日（火）～　
　倭文保育園防犯教室

撮っておき☆ ※毎週月曜日 午後８時更新

◆６月 ６日（月）～13日（月）　
　あわじ国国民まつり「淡路だんじり祭～其の二～」〔全3回〕
◆６月13日（月）～20日（月）　
　あわじ国国民まつり「淡路だんじり祭～其の三～」〔全3回〕
◆６月20日（月）～27日（月）
　平成28年度健康大学講座（第１回）
  「歯の健康と全身の健康
　　　　～歯周病が全身の健康に影響～」

　※放送内容は変更する場合があります。ご了承ください

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

★
大
会
結
果
は
、秘
書
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。☎
43
・
５
２
０
４ 

F 

43
・
５
３
０
４
、市
大
会
規
模
以
上

※
大
会
結
果
は
大
会
主
催
者
側
か
ら
の
情
報
提
供
に
基
づ
き
、作
成
し
て
お
り
ま
す

大
会
結
果

◆
南
あ
わ
じ
市
長
杯
ペ
タ
ン
ク

大
会 

第
10
回
記
念 

ダ
ブ
ル
ス
マ
ッ

チ（
４
月
24
日
、沼
島
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

①
潮
美
台
Ｇ

　

山
口
幸
雄
（
潮
美
台
）

　

小
林
久
美
子
（
潮
美
台
）

②
え
び
す
青
空

　

榎
本
行
市
（
市
）

　

榎
本
和
子
（
市
）

③
え
び
す
エ
ン
ペ
タ

　

喜
田
篤
實
（
市
）

　

喜
田
仁
美
（
市
）

③
ミ
ッ
ク
ス

　

高
川
欣
士
（
潮
美
台
）

　

宮
本
克
行
（
松
帆
）

【
ダ
ブ
ル
ス
戦
１
部
】

①
桑
島
・
近
藤
組（
名
球
会
）

②
中
田
・
久
保
組（
ア
リ
ス
）

③
前
田
・
倉
本
組（
名
球
会
）

③
保
居
・
内
海
組（
ア
ナ
ガ
ク
ラ
ブ
）

【
ダ
ブ
ル
ス
戦
２
部
】

①
松
野
・
岡
本
組（
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
）

②
福
原
・
前
谷
組（
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
）

③
坂
本
・
冨
崎
組（
ラ
ッ
キ
ー
）

③
石
上
・
中
山
組（
洲
本
Jr
）

◆
南
あ
わ
じ
市
内
ふ
れ
あ
い

卓
球
大
会
（
４
月
24
日
、
三
原
健

康
広
場
）　

【
団
体
戦
１
部
】 

①
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ

②
名
球
会
Ａ

③
ア
リ
ス

③
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
第
３
小

【
団
体
戦
２
部
】 

①
淡
路
高
校
Ｂ

②
藤
井
寺
Ｃ

③
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
Ｆ

 ☎43-2345さんさんネット

　

地域おこし協力隊員を募集します

募集人数　①沼島の地域振興に関する活動 ( まちづくり及び

地域活性化 ) ２人②産業 ( 手延素麺 ) の振興に関する活動１人

申込期限 　６月 24 日（金）　（試験７月９日予定）

応募資格　都市地域等に在住し、採用後に南あわじ市内に

住民登録を異動できる人 ※詳しくはお問合せください

問ふるさと創生課☎ 43‐5205

　特別支援教育がスタートして10年になろうとし
ています。通常学級の中で、支援が必要なお子さん
にどう対応するか、教育現場で様々な取り組みがな
されています。
　「ＵＤＬ（学びのユニバーサルデザイン）」は、
米国のＣＡＳＴという研究団体が提唱した、多様な
学習者がそれぞれの学び方で学ぶことを可能とする
ための考え方を示したガイドラインです。
　米国内では各地で新しい指針としてＵＤＬが採用
され、日本でも注目されています。「万人に有効な
一つの方法は有り得ない」「多様な学習者のために
多様なオプションを」というＵＤＬの考え方につい
て学校の先生向けにお話しし、学習や学校生活につ
まずくお子さんの支援に役立てていただけるよう講
演会を開催します。
　興味のある人は、お誘い合わせのうえ、ご来場く
ださい。

南あわじ市学校保健会講演会を

日時　６月４日（土）開演午後２時～
                                      （２時間程度を予定）
会場　 中央公民館大ホール
演題    ＵＤＬ（学びのユニバーサルデザイン）とは  
           ～多様性を前提とした配慮で一人ひとりの
            学びを支援する～
講師　アンダンテ西荻教育研究所代表　
          金子晴恵先生

問学校教育課☎43‐５２３１

開催します　（参加無料）

「
30
歳
の
歯
科
健
診
」

　
　
　

淡
路
歯
科
保
健
協
会

　

歯
周
病
と
い
う
歯
ぐ
き
の
病
気

は
、
歯
を
失
う
原
因
の
第
1
位
の

病
気
で
す
。
し
か
し
、
初
期
に
は
、

自
覚
症
状
が
乏
し
く
、
放
置
さ
れ

が
ち
に
な
り
、
中
高
年
以
降
に
気

が
つ
い
た
時
に
は
、
手
遅
れ
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

淡
路
歯
科
保
健
協
会
で
は
、
洲

本
市
・
南
あ
わ
じ
市
・
淡
路
市
歯

科
医
師
会
に
委
託
し
て
、
30
歳
の

島
民
の
方
全
員
に
歯
科
健
診
を
受

け
て
い
た
だ
く
よ
う
、
対
象
の
方
へ

受
診
券
と
問
診
票
等
を
送
付
し
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
自
分
の

お
口
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

昭
和
61
年
４
月
２
日
～

昭
和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▽
費
用　

歯
科
健
診
は
無
料

㊟
健
診
日
に
歯
の
治
療
は
で
き
ま

せ
ん

問
健
康
課
☎
43
・
５
２
１
８

◆
第
９
回
徳
島
北
東
あ
わ
じ

地
区
空
手
道
交
流
大
会

（
５
月
１
日
、
徳
島
県
北
島
武
道
館
）

【
小
４
女
子
組
手
の
部
】

②
前
田
桃
子（
北
阿
万
）
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公
営
住
宅
入
居
者
募
集

政
令
月
収
15
万
8
千
円
以
下

※
裁
量
階
層
（
新
婚
世
帯
、
義
務

教
育
終
了
前
の
子
供
の
い
る
世

帯
等
は
、
21
万
4
千
円
以
下
）

▽
四
季
の
丘
団
地
（
阿
万
）

　

１
戸
、
Ｈ
棟
1
号
、
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、 

平
成
16
年
度
建

築
。
家
賃
月
額
２
万
２
２
０
０
円

～
４
万
３
５
０
０
円
（
共
益
費
別

途
）、
駐
車
1
台
月
額
２
５
０
０

円
（
屋
根
付
き
５
０
０
０
円
）

▽
阿
那
賀
団
地
（
阿
那
賀
）

　

２
戸
、
Ａ
‐
１
棟
３
０
２
号
・
Ｂ

棟
２
０
１
号
、
3
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
単

身
不
可
、
Ａ
棟
＝
平
成
2
年
度

建
築
・
Ｂ
棟
＝
平
成
3
年
度
建

築
。
家
賃
月
額
１
万
８
３
０
０

円
～
３
万
８
５
０
０
円
（
共
益

費
別
途
）、
駐
車
料
金
1
台
月
額

２
５
０
０
円

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
申
込
締
切
日　

６
月
15
日（
水
）

◇
公
開
抽
選
日　

６
月
24
日（
金
）

午
前
10
時
。
市
役
所
本
館
１
階

▽
申
込　

都
市
計
画
課

問
都
市
計
画
課
☎
43
・
５
２
２
７

市
立
図
書
館

　  

夏
季
ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集

▽
期
間　

７
月
20
日
（
水
）
～
８

月
31
日
（
水
）
の
う
ち
30
日
程

度
▽
勤
務
先　

市
立
図
書
館
ま
た
は

中
央
公
民
館
図
書
室

▽
人
数　

4
人
（
各
館
２
人
）

▽	
勤
務
時
間　

❶
午
前
８
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分
❷
午
前

10
時
15
分
～
午
後
５
時
15
分

❸
午
後
１
時
15
分
～
午
後
７

時
15
分
（
図
書
室
は
午
後
１
時

～
午
後
７
時
）

▽
賃
金　

時
給
８
７
０
円
（
学
生

は
８
０
０
円
）

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
で
18
歳

以
上
（
高
校
生
不
可
）

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

▽
試
験
日　

６
月
22
日
（
水
）

▽	

申
込
方
法　

履
歴
書
、
司
書
資

格
書
の
写
し
（
有
資
格
者
の

み
）
を
市
立
図
書
館
に
持
参

（
郵
便
不
可
）

▽
申
込
締
切  

６
月
10
日
（
金
）

問
市
立
図
書
館
☎
53
・
０
２
３
４

慶
野
松
原
荘

　 

　
　 

ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集

▽
勤
務
内
容　

ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
・

清
掃
ス
タ
ッ
フ
な
ど

▽
期
間　

7
月
中
旬
～
8
月
下
旬

▽
賃
金　

８
５
０
円
以
上
（
高
校

生
可
）

▽
勤
務
時
間　

午
前
７
時
～
午
後
３

時
、
午
前
10
時
～
午
後
７
時
、
午

後
２
時
～
午
後
10
時
な
ど
相
談
可

問
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘

　

☎
36
・
３
３
９
１

慶
野
松
原
海
水
浴
場

　 

　
　 

ア
ル
バ
イ
ト
の
募
集

▽
職
種　

❶
キ
ャ
ン
プ
場
（
電
話

対
応
・
利
用
者
受
付
ほ
か
）
❷

海
の
家（
売
店
・
貸
出
ス
タ
ッ
フ
）

▽
期
間　

7
月
9
日
～
8
月
22
日

▽
勤
務
時
間　

午
前
8
時
～
午
後

5
時
※
勤
務
日
数
及
び
勤
務

時
間
は
相
談
に
応
じ
る
。

▽
賃
金　

８
５
０
円
以
上
（
労
災

保
険
加
入
）

問
国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘

　

☎
36
・
３
３
９
１

緑
霊
園
墓
地
使
用
者
の
募
集

▽
使
用
者
の
資
格　

市
の
住
民
基

本
台
帳
に
申
請
前
6
か
月
以
上

記
録
さ
れ
て
い
る
人
、
及
び
市
に

本
籍
ま
た
は
墓
地
を
有
す
る
人

※
税
金
の
滞
納
者
は
申
込
不
可

▽
区
画　

２
区
画
＝
菊
聖
地
‐
23

18

ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
売
却

▽
売
却
物
件　

マ
ツ
ダ
タ
イ
タ
ン

（
４
ｔ
ダ
ン
プ
）、初
年
度
登
録

年
月
平
成
12
年
5
月
、車
検
満

了
日
平
成
28
年
5
月
29
日（
期

限
切
れ
）走
行
距
離
約
19
万
km

▽
入
札
方
法　

制
限
付
一
般
競
争

入
札
（
南
あ
わ
じ
市
に
住
民
登

録
を
さ
れ
て
い
る
個
人
ま
た

は
事
業
所
を
有
す
る
法
人
）

▽
入
札
書
の
提
出
方
法　

環
境
課

へ
持
参
等
に
よ
り
提
出

▽
入
札
書
の
受
付
期
間　

6
月
14

日（
火
）～
21
日（
火
）（
土
・
日

曜
日
を
除
く
。午
前
9
時
～
午

後
5
時
）

▽
車
両
の
公
開　

6
月
13
日（
月
）

午
後
1
時
～
午
後
5
時

▽
公
開
場
所　

市
役
所
旧
三
原
庁

舎
駐
車
場

▽
説
明
書
配
布　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
環
境
課

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
補
助
事
業

　

兵
庫
県
と
南
あ
わ
じ
市
で
は
、

地
域
の
見
守
り
力
の
向
上
を
図
る

た
め
、
ま
ち
づ
く
り
防
犯
グ
ル
ー

プ
等
の
地
域
団
体
が
行
う
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
に
要
し
た
経
費
の
一
部

に
対
し
て
、
１
か
所
当
り
上
限

16
万
円（
県
８
万
円
＋
市
８
万
円
）

の
補
助
を
行
い
ま
す
。

▽
募
集
締
切　

７
月
15
日
（
金
）

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

　

６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
を
記
念
し
、
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
人
権
擁
護

委
員
が
人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と

や
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
２
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
４
時

▽
場
所　

広
田
地
区
公
民
館
、
湊

地
区
公
民
館
、
市
役
所
本
館
、

福
良
地
区
公
民
館

問
市
民
課
☎
43
・
５
２
１
２

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容　

職
業
相
談
及
び
職
業
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
及
び
住

居
確
保
給
付
金
受
給
者
等
の
就

労
支
援
を
必
要
と
す
る
人

▽
日
時　

６
月
14
日（
火
）、６
月
28

日（
火
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
５
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

号
墓
地
（
面
積
約
２
・
48
㎡
）、

ば
ら
聖
地
‐
26
号
墓
地
（
面
積

約
２
・
68
㎡
）

▽
永
代
使
用
料　

市
内
居
住
者

25
万
円
・
市
外
居
住
者
30
万
円

▽
維
持
管
理
費　

年
額
３
１
５
０

円
（
3
年
分
前
納
）

▽
受
付
期
間　

6
月
1
日
（
水
）

～
6
月
30
日
（
木
）（
土
日
曜

日
を
除
く
。
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分
ま
で
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
提
出
先　

環
境
課

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

第
38
回
慶
野
松
原
花
火
大
会

◆
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
の
募
集

▽
日
程　

７
月
30
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

慶
野
松
原
海
水
浴
場

▽
料
金　

１
万
円
～

▽
申
込
締
切　

７
月
上
旬

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
出
演

団
体
の
募
集

▽
日
程　

７
月
30
日
（
土
）

　

午
後
５
時
30
分
～

▽
場
所　

慶
野
松
原
海
水
浴
場
か

　

わ
ら
舞
台

▽
申
込
締
切　

６
月
９
日
（
木
）

※
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
４
０

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

◆
パ
ス
テ
ル
画
体
験
教
室（
要
予
約
）

▽
日
時　

6
月
29
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
内
容　

２
時
間
で
１
作
品
仕
上

げ
ま
す
。
画
材
な
ど
の
道
具
は

教
室
で
用
意
し
ま
す
。

▽
参
加
費　

３
０
０
円

▽
定
員　

10
人

▽
申
込
締
切　

6
月
10
日
（
金
）

広報 

　 ６月の
　 無料相談

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

産さ
ん

地ち

消
し
ょ
う

」
の
直
売
所

◆
美
菜
恋
来
屋
ほ
ん
ま
も
ん
市
場

▽
日
時　

定
休
日
毎
週
火
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
隣

問
事
務
局
☎
43
・
３
７
５
１

◆
魚
彩
館

▽
日
時　

定
休
日
毎
週
火
・
水
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

▽
場
所　

丸
山
漁
港
内

問
魚
彩
館
☎
39
・
０
２
３
７

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
7
時
～
10
時

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

問
事
務
局
☎
46
・
０
１
０
９

◆
幡
多
の
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
～
11
時

▽
場
所　

中
央
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
隣

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
と
れ
た
て
わ
ー
る
ど

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
９
時

▽
場
所　

シ
ー
パ
内　

問
事
務
局
☎
36
・
０
１
６
４

◆
福
良
マ
ル
シ
ェ

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

▽
場
所　

う
ず
し
お
広
場
内　

問
事
務
局
☎
52
・
１
２
４
４

市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　弁護士による相談
◆日時　14日（火）・30日（木）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民課☎43-5212（予約必要）

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　市役所第１別館１階
問市消費生活センター☎43-5099 

司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・法律相談・成年後見に関
　　　　する相談
◆日時　22日（水）18:00～21:00
◆場所　洲本文化体育館
◆申込　ひろせ法務事務所
　　　　司法書士 廣瀬政行まで
　　　　☎33-0217（予約必要） 

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　13日(月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　土井惠一朗行政書士事務所
　　　    ☎53-1771（予約必要）

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　22日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　社家一級建築士事務所
　　　　☎0799-42-1018（予約必要）

教育相談
◆内容　保護者等の教育問題に対する相談 
◆日時　13日（月）13:00～15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　淡路教育事務所「教育相談窓口」
　　　　 ☎22-4152（予約必要）

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆申込　子育て支援課☎43-5219

家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登
　　　　校、いじめ等に関する相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆申込　子育て支援課☎43-5219

農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　24日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）

◆
季
節
を
楽
し
む
和
菓
子
作
り（
要
予
約
）

▽
日
時　

６
月
28
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
内
容　

葉
餅
・
ミ
ル
ク
餅

▽
参
加
費　

６
０
０
円

▽
定
員　

20
人

▽
申
込
締
切　

6
月
10
日
（
金
）

◆
ヨ
ガ
講
座
（
継
続
）

▽
日
時　

６
月
８
日
（
水
）、22
日
（
水
）

午
後
７
時
30
分
～
午
後
９
時

問
働
く
婦
人
の
家
43
・
２
３
２
６

全国一斉
「子どもの人権 110番」強化週間
　学校における「いじめ」、体罰、

児童虐待など、子どもをめぐる様々

な人権問題について、電話相談を

お受けします。

▽日時

　❶６月 27 日（月）～７月１日（金）

　　午前８時 30 分～午後７時

　❷７月２日（土）～７月３日（日）

　　午前 10 時～午後５時

▽電話番号（全国共通・無料）

　フリーダイヤル　ぜろぜろななのひゃくとおばん

　０１２０－００７－１１０

▽担当者

　人権擁護委員、法務局職員

※相談は無料で、秘密は厳守します

問神戸地方法務局人権擁護課
　☎０７８－３９２－１８２１（内線３４６）
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淡
路
生
活
創
造
活
動

グ
ル
ー
プ
交
流
会
の
開
催

▽
内
容　

淡
路
文
化
会
館
の
淡
路

生
活
創
造
プ
ラ
ザ
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の

交
流
会
で
す
。
日
々
の
活
動
の

発
表
・
報
告
・
展
示
な
ど
を
し

ま
す
。
一
般
観
覧
も
大
歓
迎
。

▽
開
催　

７
月
９
日
（
土
）

　

午
後
０
時
50
分
～
午
後
５
時　

▽
場
所　

淡
路
文
化
会
館
講
堂

▽
見
学　

無
料　
　
　
　

問
淡
路
文
化
会
館

　

☎
０
７
９
９
・
85
・
１
３
９
１

第
１
４
６
回
神
代
天
体
観
測
会

　
　
　「
月
と
木
星
を
見
よ
う
」

❶
神
代
小
学
校

▽
日
時　

６
月
12
日
（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

※
天
候
不
良
時
は
神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

❷
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台
（
要
予
約
）

▽
日
時　

６
月
13
日
（
月
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
地
頭
方
１
６
７
６

問
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
沼
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
６
１
２
・
１
７
４
９

❶
❷
共
通　

保
護
者
同
伴

阿
波
お
ど
り
体
操

◆
第
83
回
講
習
会

▽
日
時　

６
月
４
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

●本音に気づく会話術
西任暁子著（ポプラ社）

うわべの会話で終わる人。深
まる会話で信頼を得る人。
その差は「本音」に気づける
かどうか。スピーチ・コンサル
タントとして「伝わる話し方」
を探求してきた著者が、会話
の質を劇的に改善する３つ
のスキルを伝授する。

淡
路
人
形
座
（
６
月
公
演
）

◆
通
常
公
演
❶

▽
内
容　
「
人
形
解
説
」「
傾
城
阿

波
の
鳴
門 

順
礼
歌
の
段
」

▽
日
程　

３
日
（
金
）
～
６
日

（
月
）、
11
日
（
土
）
～
21
日

（
火
）、24
日
（
金
）、25
日
（
土
）、

27
日
（
月
）
～
30
日
（
木
）

◆
通
常
公
演
❷

▽
内
容　
「
人
形
解
説
」「
戎
舞
」

▽
日
程　

２
日
（
木
）、７
日
（
火
）

～
10
日
（
金
）、
23
日
（
木
）、

26
日
（
日
）

▽
休
館
日　

毎
週
水
曜
日

❶
❷
共
通

※
上
演
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
あ
り

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

教
科
書
展
示
会

▽
内
容　

小
・
中
学
校
の
教
科
書

を
展
示
し
ま
す
。

▽
開
催
日
時　

6
月
17
日（
金
）～

7
月
3
日（
日
）

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
図
書
室
閉
館
日（
6
月
20
日
、27

日
、30
日
）を
除
く

▽
場
所　

中
央
公
民
館
図
書
室

問
学
校
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
１

第
５
回
南
あ
わ
じ
音
楽
祭

チ
ケ
ッ
ト
販
売
中

　

８
月
28
日
（
日
）
に
中
央
公
民

館
で
開
催
す
る
『
第
５
回
南
あ
わ

じ
音
楽
祭
』
の
入
場
チ
ケ
ッ
ト
が

販
売
中
で
す
。

▽
料
金　

大
人
２
０
０
０
円
、高
校

生
以
下
５
０
０
円

▽
販
売
所　

社
会
教
育
課
、中
央

公
民
館
、パ
ル
テ
ィ
総
合
案
内
所
、

シ
ー
パ
総
合
案
内
所
、ブ
ッ
ク
サ

ー
ク
ル

問
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
実
行

委
員
会
（
社
会
教
育
課
）

　

☎
43
・
５
２
３
２

南
あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン

ふ
れ
あ
い
卓
球
大
会

▽
大
会
日　

７
月
17
日
（
日
）

▽
会
場　

三
原
健
康
広
場

▽
種
目　

団
体
戦

▽
参
加
資
格　

初
心
者
か
ら
ベ
テ

ラ
ン
ま
で
参
加
可

▽
参
加
費　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

▽
申
込
締
切　

７
月
３
日
（
日
）

▽
申
込
先　

三
原
健
康
広
場
（
☎

42
・
５
６
３
０
）

問
南
あ
わ
じ
市
卓
球
協
会（
奈
良
）

☎
０
９
０
・
２
３
８
９
・
７
２
０
６

ス
ポ
ー
ツ
し
ま
せ
ん
か
！

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催

▽
競
技
名　
「
ア
ジ
ャ
タ
」
玉
入

れ
競
技

▽
会
場　

西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
体
育
館

▽
開
催
日　

６
月
７
日
（
火
）、

11
日
（
土
）、
14
日
（
火
）、
18

日
（
土
）、
21
日
（
火
）
の
５
回

▽
時
間　

午
後
８
時
～
午
後
９
時

30
分　

▽
主
催　

南
あ
わ
じ
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
会

問
西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　

☎
36
・
２
０
２
７

肝
臓
専
門
医
に
よ
る
医
療
講
演
会
等

▽
内
容　
「
現
代
肝
臓
病
と
、
Ｂ

型
・
Ｃ
型
肝
炎
の
最
新
治
療
に

つ
い
て
」
医
療
講
演
会
、
Ｂ
型
・

Ｃ
型
肝
炎
被
害
者
救
済
制
度
の

無
料
説
明
会
、
個
別
の
相
談
会

▽
日
時　

７
月
２
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
講
師　

井
上
内
科
消
化
器
ク
リ

ニ
ッ
ク　

井
上
博
先
生

▽
参
加
費　

無
料

問
全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
大
阪
原
告

団
・
弁
護
団
（
担
当
弁
護
士
・

玉
田
鉄
也
）

　

☎
06
・
６
８
０
９
・
２
１
４
４

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
 （広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）
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128シリー
ズ

　神代国衙の牛
うしうち

内川右岸に位置する、弥
や よ い

生時

代後期の集落遺跡です。方
ほうけい

形の竪
たてあなじゅうきょ

穴住居４棟と

円
えんけい

形の竪穴住居1棟が見つかっています。

　円形の竪穴住居は一部を確認しただけです

が、島内最大級の直径約13ｍに復元でき、集落

の中の中心的な施設であったと推測されます。

遺跡は東側にも広がっていると考えられることか

ら、比較的規

模 の 大きな

集落が展開

していたよう

です。

鐘か

ね

は

ら原
遺
跡

▽
場
所　

福
良
地
区
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

◆
第
７
回
・
第
８
回
講
座

▽
日
時　

６
月
９
日（
木
）、23
日（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）☎
55
・
１
１
１
１

滝
川
記
念
美
術
館
　
玉
青
館

平
成
28
年
度
館
蔵
品
展
２

◆
直
原
玉
青
・
村
上
三
島
合
作
展

▽
期
間　

７
月
10
日
（
日
）
ま
で

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』　

七
段
一
力
茶
屋
場
の
段

▽
期
間　

8
月
ま
で

◆
土
文
芸 

淡
路
雑
俳
展（
淡
路
雅
交
会
）

▽
期
間　

7
月
24
日（
日
）ま
で

▲島内最大級の円形竪穴住居

■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
中央公民館☎43-5038
■市民交流センター
広田市民交流センター☎44-3008
倭文市民交流センター☎46-0001
松帆市民交流センター☎36-2137
湊市民交流センター☎37-3028
津井市民交流センター☎38-0680
丸山市民交流センター☎39-0210
阿那賀市民交流センター
　☎39-0011
伊加利市民交流センター
　☎39-0567
西淡志知市民交流センター
　☎36-5526
榎列・倭文市民交流センター
　☎42-2393
八木市民交流センター☎42-5956
市市民交流センター☎42-5957
神代市民交流センター☎42-5958
三原志知市民交流センター
　☎42-6343
福良市民交流センター☎50-3048
賀集市民交流センター☎54-0331
北阿万市民交流センター
　☎55-0055
潮美台市民交流センター
　☎52-0430
阿万市民交流センター☎55-0046
灘市民交流センター☎56-0001
沼島市民交流センター☎57-0001

●クマと家出した少年 
ニコラ・デイビス文(さ・え・ら書房)

クマ使いの一族に生まれた
少年ザキは、父に背いて子
グマたちを自然に帰そうと
家出する。だが、生後すぐ
人間に捕らえられた子グマ
はエサのとり方も、危険の
避け方もわからない。
ザキは母グマの代わりに教
えようとするが･･･。

●田中角栄の酒「喜びの酒」「悲しみ
の酒」「怒りの酒」　大下英治著（たる出版）

総理になるまでの半生、息子
「京」への思慕、「日本列島
改造論」の裏ばなし･･･。
「今太閣」「闇将軍」として政
界を動かし続けた、田中角
栄の酒と人情の人生を綴
る。

●おふろ
いもと ようこ作絵 （金の星社）

どろんこになった後は、おふ
ろに入りましょう。
せっけんで、あわあわ、ぶく
ぶく。あわだらけの、この子
はだあれ？
おふろが楽しくなる、いもと
ようこの赤ちゃん絵本。

●6月の図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

                        １      2　           3       4       

 5      ６      ７      8       9      10     11     

12    13     14    15    16     17     18     

19     20     21    22    23     24     25     

26    27                            28    29    30    
月末整理

※○はおやすみです

初回トレーニング講習会
６月分受講者募集

問文化体育館☎50-5077

　トレーニングルームを利用する場合、
初回のみ講習会を受講していただきます。
　●対象者　16歳以上の人　

　●受講料　500円（市内）

　※次回利用より200円（市内）

　●定員　６人（予約制）

　●講習時間　約１時間30分

日 曜日 第１講習 第２講習

17 金 14:00～ 19:00～

25 土 10:00～ 15:00～

※子ども連れの受講はできません

◆
人
形
芝
居
が
や
っ
て
き
た

▽
内
容　

巡
業
に
用
い
た
品
々
の

展
示

▽
期
間　

8
月
26
日（
金
）ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

ケ
ア
マ
ネ
受
験
対
策
教
室

▽
開
催
日　

６
月
12
日
（
日
）、
７

月
９
日
（
土
）、
８
月
８
日
（
月
）

▽
場
所　

淡
路
市
中
央
公
民
館

（
し
づ
の
お
だ
ま
き
館
・
淡
路

市
志
筑
）

▽
内
容　

ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
解

説
と
社
会
人
向
け
勉
強
法
伝
授

▽
参
加
費　

無
料（
資
料
代
必
要
）

▽
申
込　

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

問
さ
く
ら
福
祉
学
院
徳
島
校（
谷
川
）

☎
０
９
０
・
７
５
７
１
・
４
７
５
２　

Ｅ
メ
ー
ルsa

k
u
ra

to
k
u
0
5
@

g
m

a
il.co

m
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 休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）

診察日  9：00～11：30
13：00～16：30 19：00～22：30

 5日（日） 西 口　 弘 医師 渡 辺　 優 医師

12日（日） 横 山 龍 治 医師 橋 田 友 孝 医師

19日（日） 守 本 圭 希 医師 日 笠 久 美 医師

26日（日） 瀧 川　 卓 医師 福 田 郁 夫 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00

◆小児夜間救急電話センター
　毎日午後10時～午前６時までの間、医師が輪
番で小児夜間救急診療を行っています。電話セン
ターへ電話していただくと看護師が症状を聞き、必
要な時は当日の担当医療機関を紹介します。

問小児夜間救急電話センター☎44-3799

◆休日小児救急診療
　日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内
の洲本市応急診療所において、小児科医の輪番
による小児救急診療所を開設し、救急患者に対
応しています。

受付時間　9:00～11:30、13:00～16:30
問洲本応急診療所☎24-6340

小児救急医療
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認知症を支える家族の会　スマイル

　認知症の介護の悩みを一人で抱え込んでいま
せんか？日ごろの思いを話し合える場です。
日時　６月８日（水）14:00～15:00
場所　中央公民館２階　視聴覚室
問地域包括支援センター☎43-5237

認知症カフェ　※申込不要

　認知症カフェは認知症の人とその
ご家族、地域の皆様誰もが、気軽に参
加し、集える場です。家族が抱える介
護負担についてもスタッフが相談に応じます。
日時　６月７日（火）13：00～16：00
場所　いちばん星（南あわじ市市福永572）
問地域包括支援センター☎43-5237

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎43-5218）まで

※５月31日（火）～６月６日（月）は禁煙期間です。
　自分や周囲の人の健康のために、禁煙にチャレンジ

しましょう。

● 愛育班活動
内容   日   曜日 場所

愛育班活動 ( 総会 ) 17 金 　沼島総合センター

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　　（　　）は対象
内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 16 木 13:15 ～ 13:30

　南あわじ市
　保健センター

４か月児健康診査
（28年２月生）

28 火 12:30 ～ 13:00

10か月児健康診査
（27年８月生）

21 火 12:30 ～ 13:00

１歳6か月児健康診査
（26年11月生）

７ 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（26年３月生）

15 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（25年５月生）

14 火 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（23年６月生）

27 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（25年3月･25年9月生）

１ 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（27年４月生）

13:30 ～ 14:00
10 金

（27年11月生） 24 金
食育講座赤ちゃん栄養サロン
（28年１月生）

23 木 ９:45 ～ 10:00

遊びの教室（予約制） ２ 木 ９:30
発達支援相談（予約制） ２ 木 13:30 ～

● 健康相談
内容  日 曜日　　　時間 場所

生活習慣病相談、

栄養相談、

血圧測定など

１ 水
　９:00 ～

　   10:30

南あわじ市保健センター
６ 月 市役所本館１階
13 月 松帆地区公民館
22 水 福良地区公民館

● 献血
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所

６ 月 11：30 ～ 16：00 福良地区公民館

● いずみ会リーダー養成講座
　（食中毒予防・手洗いチェック）
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所

21 火 10：00 ～ 12：30 南あわじ市保健センター

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1回100円

内容  日 曜日　   時間 場所

阿波踊り体操
１ 水

10:00 ～
南あわじ市保健
センター15 水

  ６月の健康カレンダー
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受けよう
！

町ぐるみ健診（６月24日から９月５日まで）。申込みは健康課（☎43-5218）まで

町ぐるみ健診では２年に１回、偶数年齢で

乳がん検診・子宮頸がん検診を受けましょう

　子宮頸がん検診　子宮頸がん検診

　　子宮頸がんは近年20代、30代の女性で増えている

がんです。女性の命はもちろんのこと、妊娠や出産の

可能性まで奪ってしまう、生活や人生に大きな影響を

及ぼす病気です。子宮頸がん細胞は原因となるHPV(ヒ

トパピローマウイルス)の感染から5～10年で増殖する

といわれています。そのため、定期的な検診によって

がんになる前の状態(前がん病変)を発見することがで

き、がんになる前に治療が可能な病気です。

　町ぐるみ健診では、20歳以上の人に検診を推進して

います。先進諸国では60～80％の女性が受診していい

ますが、日本の受診率は30％も満たしていません。市

の受診率も27年度は22.4％です。そのうち34人が、

精密検査が必要と診断されています。

乳がん検診乳がん検診

　乳がんは女性が患うがんの中で最も多く、年々増加し

ており、今や12人に1人が乳がんにかかると言われていま

す。また、30歳から64歳までの働き盛りの女性のがんに

よる死亡の１位となっています。

　乳がんが他のがんと異なるのは、自己検診により自分で

見たりさわったりして変化を確認できる点です。入浴する

際などに自分でも乳房をさわる習慣をつけましょう。検診

を受ける年齢に達していなくても、乳房にしこりや異常を

感じたら、専門機関を受診するようにしましょう。

　町ぐるみ健診では、40歳以上の人に検診を推進してい

ます。先進諸国では60～80％の女性が受診しています

が、日本の女性の乳がん受診率はわずか20％程度です。

市の受診率も平成27年度は25.6％と低い状態です。その

うち1人が、乳がんと診断されています。

☆乳がんの自己検診のポイント
❶月経前後は乳房が張るので、月経１週間後位に行う

❷閉経後は、毎月決めた日に行う

❸しこりを感じたら自己判断せずに、専門機関を受診

　する

受診対象　40歳以上の女性で、平成29
　年4月1日現在において偶数年齢の人

受診の流れ　❶健康課へ申込む、
　❷健康課から受診票が届く、❸医療機

　関に予約して受診する

検診期間　平成28年５月23日～
　平成29年３月31日

検診項目　問診、視触診、マンモグラフィ
費用　1,700円（医療機関で支払い）

受診対象　20歳以上の女性で、平成29
　年4月1日現在において偶数年齢の人

受診の流れ　❶健康課へ申込む、　
　❷健康課から子宮頸がん検診受診票
　が届く、❸予約指定日に受診する　
（指定日に都合が悪い人は変更可能日
　時を設けています）

検診期間　６月25日～９月３日のう
　ち12日間
　※日程は申込み者に通知します

検診項目　子宮頸部（細胞診）
費用　1,200円

問健康課☎43-5218

受けよう
！

　町ぐるみ健診（６月24日から９月５日まで）。申込みは健康課（☎43-5218）まで

お申し込み
受付中！！

　６月４日（土）～６月10日（金）は、
歯と口の健康週間です。
「健康も 楽しい食事も いい歯から」

歯と口の健康週間
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2016.6.1発行
平成28年５月15日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

●人　口 49,023人（前月比－23人）

　    （男） 23,648人（前月比＋９人）

　    （女） 25,375人（前月比－32人）

●世帯数 19,209世帯（前月比＋56世帯）

※平成28年５月１日現在

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日
芦尾　俊樹（淡路市）

花房　克尚（神　代）

藤原　秀恭（京都府）

谷口　幸喜（阿　万）

山田　将都（淡路市）

興津　隆太（津　井）

黒田　晃介（　市　）

飯田侑仁郎（　灘　）

天田　博文（神　代）

堀　　真也（阿那賀）

稲井　宏紀（八　木）

三原　弘充（　湊　）

的場　和也（松　帆）

小西　美佳（榎　列）

近藤さくら（神　代）

木村あすか（賀　集）

脇本恵梨奈（尼崎市）

垣脇　眞子（賀　集）

増田　ゆり（松　帆）

野口　紫保（榎　列）

大平　瀬奈（洲本市）

山下　千鶴（神　代）

筒井　菜月（洲本市）

菱池　亜美（倭　文）

野村玖々梨（津　井）

雨堤　美佳（松　帆）

４ 月 17 日

４ 月 19 日

４ 月 21 日

４ 月 24 日

５ 月 １ 日

５ 月 ３ 日

５ 月 ３ 日

５ 月 ３ 日

５ 月 ５ 日

５ 月 ８ 日

５ 月 ９ 日

５ 月 11 日

５ 月 15 日

結婚

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

福 森　 悠
はると

人

黒 田　 裕
ゆうせい

誠

横 山　 咲
さ ら

來

津 島　　 蓮
れん

宮 本　 稀
き い

唯

真 浦　 永
えいじゅ

寿

佐 藤　 珠
しゅな

愛

山 見　 レ イ

大 濵　 桜
さ ら

空

山 田　 凱
かいと

斗

山 中　 晴
はると

仁

垣　　 遥
はると

斗

石 山　 稀
き こ

子

野 田　 昴
すばる

龍

原田ひまり

阿 部　 香
かぐや

耶

大 西　 琉
る い

衣

佐 古　 尚
なおき

輝

伊 達　 春
はるき

貴

林　　 暖
はる

原 田　 泰
たいし

志

野 口　 蒼
そうし

志

北 崎　 心
みのん

暖

濱 口　 陽
ようすけ

佑

松本三
み き お

喜雄

奥 野　 大
たいが

雅

田 中　 皐
こうし

嗣

三 谷　 彩
あ こ

心

男

男

女

男

女

男

女

女

女

男

男

男

女

男

女

女

男

男

男

男

男

男

女

男

男

男

男

女

淳 一
裕 司
直 樹
達 也
翔 平
竜 一
哲 也
慎 一
隆 宏
昌 稔
祐 樹
佳 宏
靖
竜太郎
尚 弥
裕 之
和 史
佳 史
央 貴
俊 介
洋 志
貴 弘
公 揮
侑 祐
康太郎
雅 之
将 裕
直 嗣

広 田
市

八 木
志 知
加古川市
松 帆
広 田
広 田
湊

潮美台
広 田
神戸市
津 井
神 代
広 田
福 良
阿 万
阿 万
八 木
神 代
北阿万
広 田
福 良
市
湊

大阪府
広 田
広 田

４月 12 日
４月 13 日
４月 13 日
４月 14 日
４月 14 日
４月 15 日
４月 18 日
４月 18 日
４月 19 日
４月 20 日
４月 20 日
４月 22 日
４月 23 日
４月 24 日
４月 24 日
４月 25 日
４月 27 日
４月 27 日
４月 30 日
４月 30 日
４月 30 日
５ 月 １ 日
５ 月 ２ 日
５ 月 ２ 日
５ 月 ３ 日
５ 月 ４ 日
５ 月 ４ 日
５ 月 ４ 日

氏名 年齢 地区 死亡日 氏名 年齢 地区 死亡日

西岡のりみ
井手　　明
長澤　洋子
木村　　一
橋本　睦子
開　　宣子
南　　末丸
坂口　　浩
舩越　德治
増井　裕久

　田きさゑ
山野　恵男
上条　　達
出口　　巖
山下　滿雄
井本かつの
中尾みす子
村上　政次
黒田　悦司
柳本登代子

志　知
神　代
福　良
沼　島
榎　列
灘

八　木
阿那賀
市
灘

阿　万
八　木
灘

八　木
阿　万
広　田
神　代
津　井
志　知
松　帆

68
90
76
60
88
82
96
80
66
50

101
60
76
86
94
99
87
90
69
76

４ 月 25 日
４ 月 27 日
４ 月 30 日
５ 月 １ 日
５ 月 ２ 日
５ 月 ４ 日
５ 月 ４ 日
５ 月 ５ 日
５ 月 ６ 日
５ 月 ７ 日

５ 月 ９ 日
５ 月 ９ 日
５ 月 10 日
５ 月 10 日
５ 月 10 日
５ 月 11 日
５ 月 11 日
５ 月 11 日
５ 月 15 日
５ 月 15 日

●ふれあいプレイルーム 
　（平日９時～４時）

場所 内容

働く婦人の家
　　1階

公園に出かける感覚で、いつでも自由に遊べます。
親子で、のびのび楽しく遊べるお部屋です。体重、身
長測定ができますよ。

●出前ひろば（自由あそびの広場、申込不要、名札着用）
ひろば名 ６月の開設日 場所
みどり 1,3,8,15,22,24,29 南あわじ市保健センター

みはら 2,7,9,14,16,21,23,28 働く婦人の家

せいだん 2,7,9,16 湊地区公民館

なんだん 1,3,8,10,15,17,24,29 福良地区公民館

問子育て学習・支援センター☎42-7703 午前９時～午後４時

子育て広場
赤ちゃん誕生から入園前のお友達集まれ～

阿那賀診療所
☎39-0668

（月曜日）
9：00～12：00
14：00～17：00
（火曜日）
14：00～17：00
（金曜日）
9：00～12：00
16：00～17：00
（水・土曜日）
　9：00～12:00

伊加利診療所
☎39-0886

（金曜日）
14：00～15：30

灘診療所
☎56-0655

（月・金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15
（火・木曜日）
9：00～12：00
午後＝往診・検査

沼島診療所
☎57-0030

（月～金曜日）
9：00～12：00
14：00～17：15

●催し ６月　※要申込
行事名 日時 費用等

①３Ｂ体操
６月17日
10：30～
11：30

働く婦人の家・軽運動場、
申込締切14日

②季節の
　アルバムづくり

20日
10:00～
10：45

働く婦人の家、50円、子ども
の写真、のり、はさみ、マス
キングテープ、サインペン、
申込締切13日

③６月のおたんじ
　ょうびかい

20日
11:00～

働く婦人の家、100円、
11時に写真撮影で時間厳
守、申込締切13日

④ファミリーデー
　PART ２ 
　土曜ひろば

７月２日
10：00～
11：30

働く婦人の家・軽運動場、
（内容：自由遊びのひろば、
大型絵本・手遊び）
◆同時開催：ママのための
ヨガ教室（100円、ヨガマッ
ト又はバスタオル、先着15
人、申込締切15日）

 ●年齢別ひろば ※要申込

ひろば名 対象 開催日 時間 内容

いちご
10か月
までの赤
ちゃん

14 日
10:00～
　11：00

ベビーマッサー
ジ、バスタオル、
100円、
申込締切9日

ばなな
ぶどう

11か月よ
り参加で
きます

30 日
10:00～
　11：00

リズムあそび   
（働く婦人の家・軽
運動場）、150円、
申込締切９日

死亡

氏名 年齢 地区 死亡日

砂和田しづ子
勘田　　一
柴田みちゑ
橋本しげる
増井　眞一
楓　きよみ
清水　一夫
籔　　艶子
中沢つるゑ
橋倉　和茂
廣瀬　文昭
山下　武　
木場　霜枝

八　木
志　知
阿那賀
神　代
灘

八　木
北阿万
福　良
灘

松　帆
福　良
神　代
阿那賀

72
89
86
91
89
92
84
89
94
38
80
79
87

４ 月 16 日
４ 月 19 日
４ 月 19 日
４ 月 19 日
４ 月 20 日
４ 月 23 日
４ 月 23 日
４ 月 23 日
４ 月 24 日
４ 月 24 日
４ 月 24 日
４ 月 24 日
４ 月 25 日

幸

　　　　
　クイズの正解者の中から抽選で５人に図書カード

1,000 円分をプレゼント！（当選は発送をもって発表にか

えさせていただきます）

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１

南あわじ市役所 秘書課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

これから夏にかけて旬を迎える鱧。

鱧料理は沢山ありますが、旬の淡路島

　　　　　　　　　　　　　二次元コード
※携帯電話のバーコードリーダで読み取り、
　クイズに応募できます

たまねぎなどと一緒に煮る「鱧●●」は最高です。

●に入る、ひらがな２文字をお答えください。

（ヒントは広報 27 頁）

▲鍋料理の「鱧●●」

広報クイズ

▲

■応募方法（①～⑤全回答必須）
①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、⑤広報や
さんさんネット、南あわじ市に対するご意見・ご感想
をお書きの上、秘書課までご応募ください。

■応募締切６月15日（水）※消印有効

※５月号の広報クイズの正解は「防災」。 45通の応募がありました

足型アート ５月10日

　雨が多くなかなか外で遊べない時期ですが、ひろばで元気に体を
動かしてパワーを発散しましょう。
　休日に開催するファミリーデーにもぜひお越しください。
※７月４日、５日に「なつまつり」を実施します。６月 10日よ
　り申込みができますので、センターに問い合わせください。
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平
家
悲
話
の
ヒ
ロ
イ
ン「
小
宰
相
の
局
」を
し
の
ぶ

伊
加
利
多
摩
山
の
お
局
塚
で
供
養
祭

昔
な
つ
か
し
写
真
映
写
会

第
４
回
集
い
の
場

福
良
漁
協
で
旬
の
サ
ワ
ラ
を
Ｐ
Ｒ
　第

１
回
サ
ワ
ラ
祭
り
の
開
催

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
２
０
４（
秘
書
課
）

長
年
の
地
域
貢
献
に
栄
誉
　

春
の
叙
勲
と
褒
章
　
　
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

鱧
供
養
祭

鱧
の
シ
ー
ズ
ン
到
来

あ
る
お
局
塚
で
、
局
の
供
養
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

局
は
、
寿
永
３
年
（
１
１
８
４
）

一
ノ
谷
合
戦
で
、
夫
で
あ
る
平
通

盛
が
討
ち
死
に
し
た
知
ら
せ
を
屋

島
に
逃
げ
る
船
上
で
聞
き
、
悲
し

み
の
余
り
、
19
歳
の
若
さ
で
船
か

ら
身
を
投
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
供
養
祭
は
お
局
塚
保
存
会

が
毎
年
行
っ
て
お
り
、
こ
の
日
は

同
保
存
会
と
関
係
者
、
伊
加
利
こ

ど
も
園
の
園
児
ら
約
30
人
が
参
列

し
、
局
の
霊
を
慰
め
ま
し
た
。

　

平
家
物
語
に
謡
わ
れ
る

「
小こ
ざ
い
し
ょ
う

宰
相
の
局

つ
ぼ
ね

」
の
命
日
と
さ
れ

る
４
月
18
日
、
伊
加
利
多
摩
山
に

　

高
齢
者
の
孤
立
化
を
防
ぐ
居
場

所
づ
く
り
を
目
的
に
市
地
区
公
民

館
で
「
集
い
の
場
」
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
４
月
22
日
に
は
、
地

元
の
写
真
家 

野
水
正ま
さ

朔あ
き

さ
ん
が

長
年
撮
り
続
け
た
昭
和
30
年
代
頃

の
淡
路
島
の
風
景
や
生
活
の
様
子
、

出
来
事
な
ど
の
写
真
を
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
し
て
「
昔
な
つ
か
し
写
真

映
写
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

一
枚
一
枚
、
野
水
さ
ん
が
そ
の

時
の
写
真
を
撮
っ
た
い
き
さ
つ
や

情
景
な
ど
を
解
説
し
な
が
ら
映
し

▲サワラの味噌漬けコンテスト

▲サワラのタタキ丼の振る舞い

▲田植えの家族に茶瓶で
　お茶を持っていく子ども

▲局の霊を慰める参列者

▲伊加利こども園の園児らも参列

　

同
組
合
の
前
田
若
男
組
合
長
は

「
福
良
の
サ
ワ
ラ
は
、
１
本
釣
り

漁
で
行
っ
て
い
る
の
で
、
と
て
も

質
が
良
い
。
ま
た
、
サ
ワ
ラ
を
味

噌
漬
け
を
す
る
こ
と
で
全
国
発
信

も
で
き
る
の
で
、
商
品
化
に
向
け

て
取
り
組
み
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
海
の
旬
魚
で
あ
る
サ
ワ

ラ
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
４
月
24
日
、

福
良
漁
業
協
同
組
合
は
同
組
合
前

で
第
１
回
サ
ワ
ラ
祭
り
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

サ
ワ
ラ
は
産
卵
期
と
な
る
春
に

瀬
戸
内
海
を
回
遊
す
る
た
め
、
春

を
告
げ
る
魚
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

祭
り
で
は
、
商
品
化
に
向
け
た

レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
や
サ
ワ
ラ
丼

の
振
る
舞
い
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た

観
光
客
や
住
民
ら
は
旬
の
サ
ワ
ラ

に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

元
全
国
漁
協
女
性
部
連
絡
協
議
会

会
長
の
森 

武
美
さ
ん
は
、淡
路
島
や

県
、全
国
の
漁
協
女
性
部
の
組
織
で
要

職
に
就
か
れ
、水
産
業
の
振
興
に
尽
力

◆
黄
綬
褒
章

◆
旭
日
双
光
章

森  

　
武
美
さ
ん
（
福
良
） 

増
井
　
健
一
さ
ん
（
福
良
） 

　

増
井
造
船
所
社
長
の
増
井
健
一
さ

ん
は
、43
年
間
に
わ
た
り
造
船
業
の

振
興
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。23
歳
で

社
長
に
就
任
さ
れ
て
単
身
で
海
外
に

  

お
め
で
と
う

 

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

 

全
国
大
会 

優
勝

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競

技
選
抜
大
会
の
女
子

75
キ
ロ
級
に
出
場
し

て
、み
ご
と
優
勝
の
栄

冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

８
月
に
は
、中
国

で
開
催
さ
れ
る
日
中

韓
ジ
ュ
ニ
ア
交
流
会

の
日
本
代
表
と
し
て

出
場
が
決
定
し
て
い

ま
す
。
坂
口
さ
ん
は

「
練
習
に
励
み
、悔
い

の
な
い
よ
う
精
い
っ

ぱ
い
頑
張
り
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

坂
口
　 

葵 

さ
ん（
阿
那
賀
）

◆
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技

　

洲
本
実
業
高
等
学
校
３
年
の
坂
口
葵

さ
ん
は
、金
沢
市
で
３
月
28
日
に
開
催

さ
れ
た
第
31
回
全
国
高
等
学
校
ウ
エ
イ

▲上立神岩付近の船上から一斉に鱧を放流する参加者

松
坂
　
壽
仁
さ
ん（
潮
美
台
） 

　

南
あ
わ
じ
市
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
い
て
い

　

鱧
は
産
卵
を
控
え
た
６
月
か

ら
８
月
に
か
け
て
旬
を
迎
え
味
に

深
み
が
出
て
き
ま
す
。
特
に
沼
島

近
郊
の
漁
場
は
鱧
の
生
育
に
適
し

て
い
て
、
そ
こ
で
育
っ
た
鱧
は
、

頭
が
小
さ
く
胴
が
太
く
肉
厚
で

「
べ
っ
ぴ
ん
鱧
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
脂
が
の
っ
た
旬
の
鱧

を
骨
切
し
て
特
産
の
淡
路
島
た
ま

ね
ぎ
な
ど
と
い
っ
し
ょ
に
煮
込
む

「
鱧
す
き
」
は
絶
品
の
郷
土
料
理

で
す
。
供
養
祭
を
主
催
し
た
「
灘
・

沼
島
観
光
ふ
る
さ
と
会
」
は
、
こ

れ
か
ら
一
層
お
い
し
く
な
る
鱧
を

ぜ
ひ
食
べ
に
来
て
頂
き
た
い
と
話

し
て
い
ま
す
。

　

淡
路
島
の
夏
の
味
覚
を
代
表

す
る
鱧は

も

の
本
格
的
な
季
節
を
迎

え
、
豊
漁
と
商
い

の
繁
盛
を
祈
願
す

る
「
鱧
供
養
祭
」

が
５
月
18
日
、
沼

島
の
西
光
寺
で
催

さ
れ
ま
し
た
。　

　

水
槽
に
入
っ
た

鱧
を
前
に
供
養
が

行
わ
れ
た
後
、
船

に
乗
り
、
海
上
の

上か
み
た
て
が
み
い
わ

立
神
岩
の
前
で

一
斉
に
生
き
た
鱧

を
放
し
ま
し
た
。

て
い
き
、
参
加
者
は
昔
の
ま
ち
や
暮

し
の
様
子
を
観
な
が
ら
時
代
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
、
古
き
良
き
時
代
の
想

い
出
を
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

渡
り
商
社
を
通
さ
ず
直
接
受
注
す

る
先
駆
的
な
市
場
開
拓
に
成
功
。

外
国
か
ら
の
研
修
生
を
受
け
入
れ

て
人
材
の
確
保
と
育
成
に
取
り
組

む
な
ど
、経
営
者
と
し
て
厳
し
い

造
船
業
界
を
行
動
力
と
画
期
的
な

ア
イ
デ
ア
で
切
り
開
い
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。「
受
章
は
多
く
の
方
々
の

支
え
と
社
員
の
協
力
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、こ
れ
か
ら
も
ひ
た
む
き
に

モ
ノ
づ
く
り
・
人
づ
く
り
に
精
励
し

て
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、よ
り

一
層
力
を
注
い
で
い
き
た
い
」と
受

章
の
喜
び
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
て
い
ま
す
。女
性
な
ら
で
は
の

着
眼
と
手
腕
で
40
年
前
に
ト
ラ
フ
グ

の
養
殖
を
手
が
け
、ブ
ラ
ン
ド
の
淡

路
島
３
年
と
ら
ふ
ぐ
の
礎
を
築
か
れ

ま
し
た
。漁
協
女
性
部
の
代
表
と
し

て
活
躍
さ
れ
地
元
の
祭
事
や
学
校
に

出
向
い
て
の
料
理
教
室
を
通
し
て
、

お
い
し
い
魚
を
た
く
さ
ん
の
人
に
食

べ
て
も
ら
う
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。「
受
章
は
周
り
の
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
す
。農
家
か
ら
嫁
い
で
勉
強

し
た
こ
と
や
経
験
を
活
か
し
て
今
後

も
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」と

受
章
の
喜
び
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲昔なつかし写真映写会が開催された「集いの場」

▲野水正朔さん

る
松
坂
壽と

し

仁ひ
と

さ
ん
が
、人
権
擁

護
委
員
と
し
て
３
期（
９
年
）

に
渡
る
活
動
が
評
価
さ
れ
、全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

松
坂
委
員
は
、洲
本
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
会
長
と
し
て
、人

権
啓
発
活
動
を
は
じ
め
、市
民

の
人
権
相
談
等
に
幅
広
く
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
賞
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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地域を知るために東奔西走地域を知るために東奔西走地域を知るために東奔西走
　地域おこし協力隊　西畠（左）、草地

地域おこ
し協力隊今月の
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　沼島常駐の協力隊も祭りに参加
　ということで、吉甚の手伝いに。　
　宵宮は暴風で大荒れするも、本宮は快晴！

土生港から沼島汽船で沼島港へ

▼▼他地域の協力隊やOBと意見交換。先進事例の取り組みの視察も。

　私たちはこの春、越してきました（西畠：Uターン、
草地：I ターン）。今は、地域に出かけ、ひと・もの・
ことを通じて、このまちを知ることを大切にしてい
ます。現場を歩かずに、机上のみで地域のことを考
えることはできません。

　私たちは移住・定住促進という切り口から、この
まちに暮らす人・関心を寄せている人たちと共に活
動していく中で、このまちの魅力や課題を一緒に見
つけ、新たな動きを生み出すきっかけにしていきた
いと考えています。

若人の広場公園若人の広場公園

　南あわじ市では、若人の広場公園を題材にした絵画展・
写真展を現地公園内で開催する計画を立てています。

　開催にあたり、展示作品をコンクール形式にて募集します。

◎絵画作品
　❶作品テーマ　主に公園内で描かれた風景画
　❷応募規定　　色彩等は水彩・油彩・クレヨン・色鉛筆・切り絵など自由。画用紙は四つ切サイズ。
　　　　　　　　※募集期間中は公園事務所で画用紙を配布しています
　❸審査規定　　主催者が委嘱する審査員により、小学生・中学生・高校生を含む一般の３部門に分けて
　　　　　　　　審査を行います。

◎写真作品

　❶作品テーマ　公園を被写体とした風景写真
　❷応募規定　　撮影日等は平成 27 年３月以降に撮影した自作品未
　　　　　　　　発表のもの。サイズ等はＡ４カラープリント単写真
　　　　　　　　で、応募点数は１人５点以内。
　　　　　　　　※応募された作品は返却いたしません。また、入賞者
　　　　　　　　　  は作品の画像データを提出していただきます
　❸審査規定　　主催者が委嘱する審査員により審査を行います。
◎応募期限　　　両作品ともに７月 15 日（金）午後５時まで
◎提 出 先　　　都市計画課
　　　　　　　　（絵画作品については公園管理事務所でも可）　
　　　　　　　　※募集要項等の詳細は市のホームページをご覧いた
　　　　　　　　　だくか、都市計画課へお問い合わせください
◎問い合わせ　　都市計画課☎43‐5227


